
令和 6年第 6回 (9月 )上越市議会定例会
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県 内 20市 決 算 状 況

(注)類 似団体……・令和5年度は、施行時特例市23市

つくば市、伊勢崎市、太田市、熊谷市、所沢市、春 日都市、草力日市、

平塚市、小田原市、茅ヶ崎市、厚木市、大和市、長岡市、上越市、

沼津市、富士市、春 日井市、四日市市、岸和国市、茨木市、加古サ|1市 、

宝塚市、佐賀市における普通会計

(注)決 算額等は、地方財政状況調査によるもので、一般会計の数値 とは一致 しない。

(注)他 市の状況は、速報値であるため今後変更の可能性がある。

(注)表 の指数は、表示単位未満で調整 しているため、総数 とその内訳が一致 しない場合がある。
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類似団体
(施行時特例市)

23市平均 104、 613.197 100,513,227 4.099,970 3,179,142 ▲  1,169,587



目 実 質 収 支
比   率

(0/。 ) 膜 位 順
―
位 順位

上 越 市 7 1 92.4 9 99。 8 18 0,58 5

新 潟 市 2。 2 94.2 13 96.8 20 0.65 1

長 岡 市 7.0 92.6 10 100.2 12 0.59 4

三 条 市 9,0 95。 1 15 101,1 2 0.54 6

柏 崎 市 11.4 92.8 11 101.0 5 0.65 1

新 発 田 市 4.0 87.5 2 100。 4 9 0。 48 9

小 千 谷 市 7.1 88。 9 4 101.1 2 0.52 8

加 茂 市 8.2 96.5 18 100。 4 9 0。 40 16

十 日町 市 9.1 95,7 17 100。 2 12 0.33 18

見 附 市 5.4 94.9 14 100.8 6 0。 53 7

村 上 市 15。 2 92.1 8 101。 3 1 0.34 17

燕   市 11,7 93.0 12 101.1 2 0.60 3

糸 魚 川 市 11.1 96。 5 18 100.6 8 0.47 10

妙 高 市 15.8 85。 7 1 99。 9 17 0.42 12

五 泉 市 5,8 88,2 3 99.4 19 0.42 12

阿 賀 野 市 9.2 89。 2 5 100,0 16 0,42 12

佐 渡 市 4.4 95,3 16 100.3 11 0,24 20

魚 沼 市 6。 9 91.4 7 100.2 12 0.28 19

南 魚 沼 市 8。 8 89.5 6 100,7 7 0。 41 15

胎 内 市 9。 5 98.6 20 100。 1 15 0.44 11

20

団体

(施行時特例市)

23市平均

4 92.5

93.2

100.3

101.3

0.46

0,87

(注))贋位は、それぞれの比率等の良好な順序
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令和5年度 一般会計予備費の充用実績

充用の経過 (単位 :千円)

充用要 項
―

1充用1額

R5.4,1 2 1 29 鉄道駅舎等管理運営費 4,532
浸水による大池いこいの森駅待合室の一部支柱及
び基礎部の腐食・損壊に伴い、早期に外壁張り替
え及び内壁の塗装等をするための修繕料

R5,4.3 7 1 3 観光施設等管理事業 4,950
くわどり湯ったり村の源泉ポンプの故障を受け、

営業継続に向け、早期にポンプを入れ替えるため
の修繕料

R5.5,12 3 4 1 災害弔慰 。見舞事業 4,999
大雪により被災した1世帯に、災害弔慰金を支給す

るための扶助費

R5.5.19 11 1 1 農地、農業用施設災害復旧費 939
融雪により牧区等で被災した農地及び農業用施設

を早期に復旧するための工事請負費

R5.5.19 11 1 2 林業用施設災害復旧費 9,340
融雪により大島区等で被災した林道を早期に復旧

するための工事請負費

R5.5.23 11 1 1 農地、農業用施設災害復旧費 11,699
令和5年 5月 5日 の地震により牧区等で被災した農地

及び農業用施設を早期に復旧するための工事請負

費

R5。 6.23 11 1 2 林業用施設災害復旧費 2,828
融雪及び令和5年6月 14日 、15日 の大雨により、浦

川原区等で被災した林道を早期に復旧するための

工事請負費

R5,7.7 3 4 1 災害弔慰・見舞事業 5
大雪に係る災害弔慰金支給事務において、医療機

関から意見書を徴するための手数料

R5.7.14 11 2 1 道路橋梁災害復旧費 8,541
令和5年 7月 13日 の大雨により、板倉区等で被災し

た市道を早期に復旧するための工事請負費

R5。 7.27 11 1 1 農地、農業用施設災害復旧費

林業用施設災害復旧費

43,627
令和5年 7月 13日 の大雨により、板倉区等で被災し

た農地及び農業用施設を早期に復旧するための委

託料及び工事請負費

R5。 7.27 11 1 2 7,429
令和5年 7月 13日 の大雨により、板倉区等で被災し

た林道を早期に復旧するための工事請負費

R5,8,9 6 1 2 農地渇水・高温対策事業

観光施設等管理事業

13,192

12,518

令和5年夏の少雨と異常高温による農作物等への被

害軽減を図るための需用費、通信運搬費、工事請

負費及び補助金

くわどり湯つたり村の源泉ポンプの故障を受け、

営業継続に向け、早期にポンプを入れ替えるため
の修繕料

R5,8,16 7

6

1 3

R5,8.23 1 2 農地渇水・高温対策事業 474
令和5年夏の少雨と異常高温による農作物等への被

害軽減を図るため、消雪井戸の開放場所を追加す
る工事請負費

R5,8.24 6 1 2 農地渇水・高温対策事業 658
令和5年夏の少雨と異常高温による農作物等への被

害軽減を図るため、三和区法花寺浄水場の井戸水

放流に係るポンプ稼働のための電気料金

R5,8.28 3 4 1 災害弔慰・見舞事業 2,500
大雪により被災した1世帯に、災害弔慰金を支給す
るための扶助費

R5,9.25 11 2 1 道路橋梁災害復旧費 2,178
令和5年 9月 6日 の大雨により被災した市道につい

て、復旧に国庫補助を活用するための測量設計委

託料

R5,10,11

R5.10.16

11 1 1 農地、農業用施設災害復旧費

勤労者福祉施設管理運営費

人千浦交流施設はまぐみ管理運

営費

能登半島地震災害救助費

7,376

2,584

令和5年 8月 26日 、9月 6日 、10月 2日 の大雨に力日え、
9月 以降の干ばつにより、各区で被災した農地及び

農業用施設を早急に復旧するための工事請負費

ワークパル上越の建物定期点検の結果を受け、必

要な対応を行うための修繕料5 1 1

31

1

R5.11,7

R6.1.1

2 1 8,899
人千浦交流施設はまぐみの浴場の給湯設備の故障
を受け、早期に復旧するための修繕料

令和6年能登半島地震を受け、災害救助法が適用さ

れたことに伴い、災害救助法の救助項目である生

活必需品の給与又は貸与を行 うための消耗品費
3 4 264
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(単位 :千円)

1売用日 項 目| |― 充用額 |

R6.1.1 3 4 1 能登半島地震災害救助費

能登半島地震災害救助費

150
令和6年能登半島地震の発生を受け、避難所等で炊
き出しをするための食糧費

R6.1.1 3 4 1 800
令和6年能登半島地震の発生を受け、避難所の暖房

に使用するための燃料費

R6.1.1 3 4 1 能登半島地震災害救助費 1,297

の発生を受け、 |こ

ける福祉避難所の設置及び運営に関する協定実施

細目Jに基づき、福祉避難所を開設・運営するた

めの負担金

R6.1.2 11 2 1 道路橋梁災害復旧費 70,868
令和6年能登半島地震により被災した市道を早期に

復旧するための工事請負費等

R6.1,2 11 4 1 レインボーセンター災害復旧費 1,804
令和6年能登半島地震によリレインボーセンターが

停電したことから、高圧ケーブルの交換等早期に

復旧するための修繕料

R6.1.4 4 3 2
能登半島地震災害廃棄物処理
事業

649
令和6年能登半島地震により被災した家庭から搬出

される災害廃棄物の受入れを迅速に行 うための委

託料

R6.1.4 11 1 3 漁港災害復旧費 1,359
令和6年能登半島地震に伴う津波により被災した大

潟漁港を早期に復旧するための工事請負費

R6.1.4 11 2 3 都市施設災害復旧費 2,200
令和6年能登半島地震により高田駅前雁木の天丼板

等が落下したことから、歩行者の安全確保に向

け、早期に復旧するための工事請負費

R6.1.4 11 3 1 小学校災害復旧費 4,500
令和6年能登半島地震により損傷した校舎、体育館

等を早期に復旧するための修繕料

R6.1,4

R6.1,4

11 3

4

1

1

中学校災害復旧費

上越文化会館災害復旧費

4,000
令和6年能登半島地震により損傷した校舎、体育館

等を早期に復旧するための修繕料

11 2,595
令和6年能登半島地震により大ホール舞台天丼の剥

離等の被害が生じたため、早期に復旧するための

修繕料

R6.1.5 11

11

l 1 農地、農業用施設災害復旧費

河)|1災 害復旧費

3,954
令和6年能登半島地震により被災した各区の農地及

び農業用施設を早期に復旧するための工事請負費

令和6年能登半島地震により市管理河川の河道閉塞

や倒木が発生したことから、早期に復旧するため

の工事請負費
R6.1,9 2 2 2,387

R6.1.12

R6.1,12

3

7

4 1 災害弔慰・見舞事業 1,094
令和6年能登半島地震により被災した世帯に、災害

見舞金を支給するための扶助費

1 5 観光物産センター管理運営費 812

令和6年能登半島地震で被災した地域に対 し、民間

事業者の有志が輸送する支援物資の一時保管場所
として、旧上越観光物産センターを活用するに当

たり、必要となる電気料及び工事請負費

R6.1,12

R6.1.12

11

11

4 1 観光施設災害復旧費

教育プラザ災害復旧費

1,030

令和6年能登半島地震で発生した津波の浸水によ

り、漂流物等がなおえつ海水浴場一帯に散乱した

ため、来年度の海水浴場の開設に向け、集イ責等を

するための委託料

令和6年能登半島地震により研修棟女子 トイレのタ

イルの一部が剥離したため、早期に復旧するため

の修繕料

令和6年能登半島地震により居住する住宅が半壊以
上 (床上浸水含む)の被害を受けた方を対象に、

住宅の被害程度及び再建方法に応じて給付する支

援金

令和6年能登半島地震により被災した旧中央保育

園、旧雪のまちみらい館を補修するための修繕料

4 1 350

R6.1.16

R6.1.19

3

2

10

4 1 能登半島地震災害救助費

財産管理費

22,000

1 6 256

R6.1.26 5 5 水族博物館管理運営費 373
令和6年能登半島地震により被災した 「のとじま臨

海公園水族館」のマゼランペンギンを受け入れる

ための委託料
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(単位 :千円)

充用 口 項 業 | 1充用額|

R6.1,29 11 4 1 市民プラザ災害復旧費 3,927
令和6年能登半島地震により被災した市民プラザを

早期に復旧するための修繕料

R6.1.29 11 5 1 くるみ家族園災害復旧費 34,067
令和6年能登半島地震により給水・給湯等の配管が

破損し、浴場の運営ができなくなつたことから、
早期に復旧するための工事請負費

R6.1,30 3 4 1 能登半島地震災害救助費 560
令和6年能登半島地震により被災された方を対象
に、災害救助法に基づき市が民間賃貸住宅を借上

げ、応急住宅として提供するための使用料

R6.1,30 4 3 2
能登半島地震災害廃棄物処理
事業

13,235
令和6年能登半島地震の発生を受け、クリーンセン

ターにおいて仮置場を設けて受け入れている災害

廃棄物を処理するための委託料

R6.1,30 11 3 2 図書館災害復旧費 350
令和6年能登半島地震により高田図書館の防火設備

等が破損 したため、早期に復旧するための修繕料

R6.2.5 11

R6.2.6 ll

4 1 観光施設災害復旧費 26,452
令和6年能登半島地震で発生した津波により、漂流

物等がなおえつ海水浴場一帯に散乱したため、漂

流物等を撤去処分するための工事請負費

2 2 河川災害復旧費 462
令和6年能登半島地震により大宇中門前地内で地す
べりが確認されたことから、地すべり頭部の土砂

撤去を行 うための工事請負費

R6.2.8

R6.2.8

3 4 1 能登半島地震災害救助費 24,067
令和6年能登半島地震により開設した避難所で使用
した毛布をクリーニング・リパックし、各避難所
へ配備するための手数料

3 4 1 能登半島地震災害救助費 2,313
令和6年能登半島地震により開設した避難所で消費
した災害用備蓄物資を補充するための消耗品費

R6.2,8 9 1 5 災害対策費 1,634
令和6年能登半島地震の発生を受け、住宅の被害拡
大を防止するために支給したブルーシー トを補充
するための消耗品費

R6.2.8 10 2 1 小学校施設管理費 2,400
令和6年能登半島地震の発生を受け、地震により移
動又は転倒のおそれがある備品類について、転落

防止の措置をするための修繕料等

令和6年能登半島地震の発生を受け、地震により移
動又は転倒のおそれがある備品類について、転落

防止の措置をするための修繕料等
R6.2.8 10 3 1 中学校施設管理費 1,000

1,947R6.2.8 11 1 3 漁港災害復旧費

令和6年能登半島地震により有間川漁港ほか2漁港

及び海洋フィッシングセンターの漂着物を処理す
るための委託料

R6.2.8 11 1 3 漁港災害復旧費 102

令和6年能登半島地震により直江津港漁港区にある

栽培施設において、海水を送る配管の漏水を早急
に復旧するための工事請負費

令和6年能登半島地震により被災した総合体育館の

復旧修繕について、当初の想定よりも修繕箇所が

増加 したことに伴う修繕料
R6.2.8 11 3 2 体育施設災害復旧費 333

R6.2.9 11 2 1 道路橋梁災害復旧費 20,326
令和6年能登半島地震により被災した市道を早期に

復旧するための工事請負費等

R6.2.14 11 1

4

l 農地、農業用施設災害復旧費

能登半島地震災害救助費

観光施設等管理事業

漁港災害復旧費

くるみ家族園災害復旧費

私立保育所等運営費

13,737
令和6年能登半島地震により被災した各地の農地、

農業用施設を早期に復旧するための工事請負費

R6.2.15 3 1 201

7,700

144

令和6年能登半島地震により被災された方を対象
に、災害救助法に基づき市が民間賃貸住宅を借上

げ、応急住宅として提供するための使用料

吉川ゆつたりの郷のろ過タンクの故障を受け、早

期の風呂営業再開に向け、ろ過タンクを入れ替え

るための修繕料

令和6年能登半島地震により被災した直江津港漁港
区の栽培施設について、修繕箇所が増力口したこと

に伴 う工事請負費

令和6年能登半島地震により損傷した消防設備を早

期に復旧するための工事請負費

公定価格単価の増加等により不足が見込まれる私
立保育所等の運営に係る児童保育委託料

R6.2.16

R6.2.26

R6.2.28

7 1 3

11 1 3

11 5 1 4,224

R6.3.22 3 2 2 69,767

計 500,958
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13,6872 総務費

130,0173 民生費
13,8844 衛生費

2,5845 労働費
6 農林水産業費 14,324

25,9807 商工費
1,6349 消防費
3,77310 教育費

295,07511 災害復旧費
500,958合計

款別の内訳 (単位 :千円)

(単位 :千円)

予備費

当初予算額           100,000
8月 3日 補正予算額 (専決)    98,884
12月 補正予算額          50,000
1月 12日 補正予算額 (専決)   200,000
2月 5日 補正予算額 (専決)    200,000

最終予算額           648,884
充用額            △ 500,958

予算残額         147,926
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令和6年度 一般会計予備費の充用状況

充用の経過

令和6年 8月 16日 現在

(単位 :千円)

■充用 日■
―

充用額|

R6.4.1 3 4 1 能登半島地震災害救助費 22,375
令和6年能登半島地震により居住する住宅が半壊以
上 (床上浸水含む)の被害を受けた世帯に対し、
生活再建を支援するための支援金

R6.4.1 3 4 1 災害弔慰・見舞事業 1,514
令和6年能登半島地震により居住する住宅が半壊以
上 (床上浸水含む)の被害を受けた世帯に対して

支給する災害見舞金

R6.4.10 5 1 1 技能労働者育成事業 605
令和6年 3月 28日 (木)か ら29日 (金)にかけての

強風により、上越人材ハイスクール第2実習室の

シャッターが破損し、本復旧を行 うための修繕料

R6.4.25 6 2 3 既設林道維持管理事業 1,500
名立区及び頸城区で発生した倒木により、春先の

耕作に支障を来すおそれがあることから、早急に

林道の倒木処理を行うための委託料

R6.4,25 11 1 1 農地、農業用施設災害復旧費 8,946
令和6年能登半島地震及び融雪により合併前上越市

及び各区の農地、農業用施設に被害が発生したこ

とから、早期に復旧するための工事請負費

R6.4.30

R6.5,2

3 4 1 能登半島地震災害支援費 61

令和6年能登半島地震に伴う新潟市への「チームに
いがた」応援職員の派遣 (第 7ク ール)を行 うため
の旅費等

11 2 3 都市施設災害復旧費 3,685
令和6年能登半島地震によりたにはま公園の法面が

崩落したことから、早期に復旧するための工事請

負費

R6.5.2

R6.5,2

11 1 1 農地、農業用施設災害復旧費 32,346
融雪が進んだことにより、新たに令和6年能登半島
地震による農地、農業用施設の被害が判明したこ

とから、早期に復旧するための工事請負費

合併前上越市で発生した倒木により、春先の耕作
に支障を来すおそれがあることから、早急に林道
の倒木処理を行 うための委託料

6 2 3 F光設林道維持管理事業 524

R6.5,2 11 1 2 林業用施設災害復旧費 4 271
令和6年能登半島地震及び融雪により各地の林道施

設に被害が発生し、林道の通行等に支障を来すこ

とから、早急に復旧するための工事請負費

R6.5,7 2 7 1
リージョンプラザ上越管理運営
費

4,260

61

指定管理者から提出された実績報告書について、
虚偽の記裁を確認したことから、専門家による詳
細調査を行 うための委託料等

R6.5,9 3 4 1 能登半島地震災害支援費

令和6年能登半島地震に伴う新潟市への「チームに
いがた」応援職員の派遣 (第 8ク ール)を行 うため
の旅費等

R6.5,21 7 1 3 観光施設等整備事業 11,895
令和6年能登半島地震による津波の発生を受け、よ

り安全になおえつ海水浴場を開設できるよう避難

経路を整備するための工事請負費等

令和6年能登半島地震により合併前上越市等で被災
した農地及び農業用施設を早期に復旧するための

工事請負費

令和6年能登半島地震により合併前上越市で被災し

た林道を早期に復旧するための工事請負費

R6.5.22

R6.5,22

R6.5.24

11 1 1 農地、農業施設災害復旧費

2 林業用施設災害復旧費

17,008

3,30011 1

7 1 3

1

観光施設等整備事業

能登半島地震災害救助費

2,122
鵜の浜海水浴場の砂浜が侵食されたことを受け、

来訪者の安全を確保 し、海水浴場を開設するため
の委託料等

令和6年能登半島地震による石川県からの広域避難

者が同県の支援制度を活用し、生活家電の給与を

受けるための負担金
R6.7.9 3 4 119
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款別の内訳 (単位 :千円)

(単位 :千円)

(単位 :千円)

予備費

当初予算額

5月 8日 補正予算額 (専決)

100,000

81,800

現計予算額

充用額

181,800

△  138,117

予算残額 43,683

指定管理者から提出された実績報告書について、
虚偽の記載を確認したことから、専門家による追

加調査を行 うための委託料
2 7 1

リージョンプラザ上越管理運営
費

660R6.7.29

15,409
令和6年7月 15日 の大雨により、牧区等で被災した

農地及び農業用施設を早期に復旧するための工事

請負費
11 1 1 農地、農業用施設災害復旧費R6.7.31

2,101
令和6年 7月 15日 の大雨により、合併前上越市等で

被災した林道を早期に復旧するための工事請負費R6.7.31 11 1 2 林業用施設災害復旧費

能登半島地震災害救助費 5,355
令和6年能登半島地震により被害を受けた住宅に対
する被災者住宅応急修理制度について、当初見込
を上回る申請に対応するための委託料

R6.8,1 3 4 1

計合 138,117

2 総務費 4,920

29,4853 民生費
6055 労働費

2,0246 農林水産業費
14,0177 商工費
87,06611 災害復旧費

合計 138,117
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第7次行政改革推進計画の令和5年度の取組について

第7次行政改革推進計画の初年度として、第7次総合計画に基づくまちづくりの着実な推進と基礎的な行政

サービスの確実な提供を目指し、3つの基本方針に基づく12の取組の柱の日標達成に向け取組を推進した。

【取 組 の 体 系 】

1基本方針ごとの取組結果の概要

0 人づくり

人物重視の採用試験の実施等により、必要な人材の確保に努めたほか、職員研修や資格取得支援

制度の拡充等に取り組み、職員に求められる資質口台ヒカの向上を図つた。

人事異動を通して、広い視野を持つ職員の育成につなげた。

0 組織づくり

在宅勤務の一部拡充等により多様な働き方を推進し、働きやすい職場環境づくりを進めた。

デジタル技術の活用により、庁内のペーパーレス化を推進するなど、業務の改善に取り組んだほか、

行政手続のオンライン化やキヤッシュレス化等により市民の利便性の向上を図つた。

健全財政の維持

ふるさと納税や未利用財産の売払口貸付による歳入の確保を図つたほか、PDCAサイクルに基づく

事務事業の適正化に取り組み、歳出の適正化を進めた。

公の施設の適正配置計画に基づき、施設の廃上を進めたほか、日帰り・宿泊温浴施設については、

施設の民間活用に向けた検討を実施するなど、市の将来的な財政負担の軽減に向けて取り組んだ。
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基本方針 取組区分 取組の柱

a)人づくり 佃)人材育成の強化 柱①人材確保

柱②職員の能力向上

柱③人事評価の見直し

柱④人事異動の見直し

0組 織づくり 何)組織体制の強化 柱⑤組織機構日運用の強化

(2)働き方の見直し 柱⑥勤務形態の多様化

柱⑦業務執行方法の改善

(3)行政サービスの

立案・改善の強化

柱③施策日事業の立案日改善の強化

柱③市民サービスの立案H改善の強化

0健 全財政の維持 (1)歳入の確保 柱⑩歳入の確保

(2)歳出の適正化 柱①事務事業の適正化

柱⑫ 公共施設の適正管理と第三セクター等
の経営健全化の推進

0



2取 組の柱ごとの取組結果

1人づくり佃)人材育成の強化

柱① 人材確保

O計 画的な定員管理の下、行政課題に的確に対応し、良質な行政サービスを提供するために必

要な能力や適性、専門性を有する人材の確保に向けた取組を強化するもの

O良 質な行政サービスを安定的かつ持続的に提供するため、必要な人材を確保している状態

■令和5年度の実施内容

・ 定員管理計画に基づき、必要な職員数を確保するための令和6年度採用計画を作成し、職員採用を

行つた。

・ 一般行政の試験職種で専門試験を廃上してグループデイスカッションを実施し、より人物重視の採用

言式験とするなど、必要な人材の確保に努めた。

・ 採用試験の受験手続の電子化日簡素化を行つたほか、当市の職場の魅力等を伝える取組を進めた。

■成果日課題

・ 即戦力となることが期待される民間企業等職務経験者や高度な専門的知識、経験を有する任期付職

員を確保した。

・ 令和6年4月 1日 採用について、一般行政においては予定する職員数を確保したが、土木技師、建築

技師の採用は予定数に達しなかつたことから、採用試験の前倒しや回数を増やして実施するなど、必

要な人材の確保に努める必要がある。

・ 官民間わず、若年層の退職、転職が全国で増加傾向にある状況を踏まえ、人材の定着に向けて取り

組む必要がある。

1人づくり 側)人材育成の強化

柱② 職員の能力向上

概
=||°

獄奄慣馴講違象鰐 監留璽紀覇海軍普爵諧冽馳    
サ~ビス

目標10職 員研修等により、各職位に必要な資質日能力が向上している状態

■ 令和5年度の実施内容

・ 基礎口階層別研修を再構築し、管理職研修やキャリアデザイン研修等、新たに14の研修を実施したほ

か、既存の研修の拡充J見直しを行つた。

・ 職員自らのキヤリアデザインヘの支援として、能力開発研修の受講について希望制を導入したほか、

資格取得支援制度の対象資格の拡充等を行つた。

■ 成果B課題

・ 基礎 L階層別研修の再構築により、多くの職員が研修を受講し必要な資質や能力の向上を図つた。

・ 能力開発研修を希望して受講した職員のアンケート結果から肯定的な意見が聞かれるなど、職員自

身のキヤリアデザインヘの意識が高まった。

・ 研修受講後の時間経過に伴い、研修での気付きや取組への意識が薄れることが多いとの意見があ

ることから、内容の定着や効果を高める取組を行う必要がある。
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1人づくり 仰)人材育成の強化

柱③ 人事評価の見直し

10人 材育成のツールとして、職員の意欲と公務能率の更なる向上を図るため、人事評価制度の見

1  直し日運用を行いながら、制度の熟度を高めるもの

|〇 人事評価により、職員の意欲や能率が向上し、行動につながっている状態

■令和5年度の実施内容

・ 人事評価の信頼性や効果を高めるため、評価項目等を見直すとともに、評価者研修を実施した。

・ 課等の長、総合事務所長等を対象に、部下職員が評価を行う多面的評価を開始した。

■成果・課題

・ 評価者が公平B公正な評価を行うための技術の向上を図り、評価の信頼性と納得性を確保した。

・ 多面的評価を通じ、被評価者の実態をより捉えた評価とすることができたほか、被評価者の指導に活

用できた。

・ 人事評価や所属長との面談について、さらに仕事に対する意欲の向上につながるよう取組を進める

必要がある。

1人づくり (1)人材育成の強化

柱④ 人事異動の見直し

lo 広い視野と専門性を持つ職員を育成するとともに、職員の意欲向上と能力の発揮を促進し、あ

わせて、地域を知り、市民と共に考え行動する職員の育成に向け、キャリアデザイン、職員の希

望や適性等を総合的に勘案した適材適所の人事異動を行うもの

O職 員の専門性の向上が図られている状態

O職 員の意欲が向上し、能力が発揮されている状態

○ 地域を知り、市民と共に考え行動する職員が育成されている状態

■ 令和5年度の実施内容

・ 事業系、窓口対応系、管理 B調整系のジョブローテーションを行うとともに、職員の希望や適性、キャリ

アデザイン等を総合的に勘案し、人事異動を行つた。

・ 地域に精通する職員(旧 町村採用職員等)を総合事務所に配置した。

■ 成果 H課題

・ ジョブローテーションの実施により、職員の適性を見極める機会を創出するとともに、広い視野を持つ

職員の育成に取り組んだ。

・ 地域に精通した職員を配置したことにより、地域との情報共有ロコミュニケーションの円滑化に寄与し

た。

・ 職員自身の成長や能力の向上につながるような人事異動を行う必要がある。
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2組織づくり (1)組織体制の強化

柱⑤ 組織機構・運用の強化

募
=|°

豊蘊梶築贔啓濃畠酎魚螂   逐屋話   を修翻雷
と

|||■ 10総合計画を着実に推進するための組織体制により行政課題に的確に対応している状態

Htti O迅速かつ的確な意思決定色実行、部局横断的な行政課題に対する部課等の意識の共有と連携

||■■|  が行われている状態

■ 令和5年度の実施内容

・ 第7次総合計画の着実な推進に向け、喫緊の課題に専門性をもって取り組む組織体制を整備した。

・ 分野横断的な課題に対し、共通の意識を持ち、政策プロジエクトの取組を実施した。

■成果“課題

・ 分野横断的な課題に対し、政策プロジェクトを通じて関係課が連携して施策B事業を立案及び予算化

し、公約に基づく取組を進めた。

・ 行政需要等の変化を捉え、必要に応じて庁内の組織体制の見直しを検討するなど、第7次総合計画

を着実に推進する組織体制を整備していく必要がある。

2組織づくり (2)働き方の見直し

柱⑥ 勤務形態の多様化

O職 員が持てる能力を存分に発揮できるよう多様な働き方を推進するなど、働きやすい職場づくり

を行うことで、職員が業務に集中し、自分らしく活躍できる職場環境づくりを進めるもの

Oラ イフスタイル等に応じた多様な働き方の推進により業務に集中できる働きやすい職場環境づく

りが進んでいる状態

■令和5年度の実施内容

・ 柔軟な勤務を可能とするため、在宅勤務を一部の職位において先行実施し、運用拡大に向けて検証

した。

・ 職員のワークライフバランスの向上のため、育児休業等の取得促進や配偶者同行休業制度を導入し

た。

・ 働きやすい職場づくりの一環として、庁舎スペースの有効活用に向けた検討等を実施した。

■成果日課題

・ 在宅勤務の先行実施を通し、在宅勤務が職員の能率向上につながることを確認するとともに、課題

に対する対応策を検討した。

・ 体暇・休業制度の周知が進み、職員の認知度が向上するとともに、休暇を取得しやすい職場環境と

なつている。

・ 時間外勤務の縮減や働きやすい職場環境の整備を引き続き推進する必要がある。
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2組織づくり (2)働き方の見直し

柱⑦ 業務執行方法の改善

|○ 夢卜効率な業務執行等による職員の業務上の負担を軽減し、職員が持てる能力を存分に発揮で

|  きる環境を整えるとともに、業務の能率向上を図るため、デジタル技術の活用を含む業務執行

1  方法の改善を推進するもの

○ デジタル技術の活用や業務執行方法の改善の取組により、ペーパーレスやオンラインによる会

議、文書事務の電子化といつた効率的な働き方や業務の改善等が浸透することで、業務執行に

係る負担が軽減し、能率が向上した状態

■令和5年度の実施内容

・ デジタル技術を活用し、ペーパーレスやオンラインによる会議等の業務改善を進めたほか、文書管

理・新財務会計システムを試行した。

・ 業務改善の仕組みとして、各課等におけるPDCAサイクルに基づく日常的な検証と改善を図る取組を

開始した。

■成果 B課題

・ 各課等で業務の検証を行い、業務執行等の改善につなげた。

・ 会議等のペーパーレス化の推進や文書事務の電子化を契機として、更なる業務執行等の見直しを図

る必要がある。

・ 効率的な働き方や業務の改善を進めるため、デジタル技術の活用方法等の定着を図る必要がある。

2組織づくり (3)行政サービスの立案日改善の強化

柱③ 施策・事業の立案・改善の強化

■ O良 質な行政サービスの提供を行うため、市民ニーズや社会経済情勢の変化をデータ等に基づ

概要|  き適切に捉え、成果や課題を整理し、PDCAサイクルに基づく施策や事業の立案口改善を一層

■  推進するもの

耳||° 雀病 塀 ?諸 慾

等を通じて、市民lこ煙 とされる韻 怖 政サービスの蝶 口嵯 飩 切

■令和5年度の実施内容

・ 政策協議の方法を見直し、施策単位での議論を踏まえて新規口拡充事業を立案した。

・ データの集約と活用を図るため、地図情報を一元化し、組織横断的に活用するための検討を行つた。

■ 成果日課題

・ 政策協議の方法を見直したことで、施策の進捗や課題を踏まえた事業の予算化につながつた。

・ 政策的な課題に対応するための施策の協議について、予算化との関連を考慮した実施時期の調整

を検討する必要がある。

・ 地図情報の一元化に向けた具体的な手法について、引き続き検討する必要がある。
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2組織づくり (3)行政サービスの立案日改善の強化

柱③ 市民サービスの立案・改善の強化

O市 民ニーズや社会の変化に迅速に対応した利便性の高いサービスを提供するため、行政手続

や窓ロサービスといった市が市民と直接接点を持つサービスについて、デジタル化を始めとす

る利便性の向上を行うもの

O行 政手続や窓ロサービスなどについて、市民ニーズや社会経済情勢の変化に対応したものと

することで、市民の利便性向上や負担軽減を実現し、市民の満足度が向上した状態

■ 令和5年度の実施内容

・ 子育て口介護分野を始めとした各種手続や公共施設の予約、支払等についてオンラインによる運用を

開始した。

・ 市民課及び税務課の窓口において、12月 から手数料のキヤッシユレス決済を導入した。

・ 窓ロサービスの改善について、ワンストップ窓日の導入や添付書類の省略化等に取り組んだ。

■ 成果口課題

・ 各種手続や支払等のオンライン化やキャッシュレス化、窓口手続のワンストップ化等を進めたことで、

市民の利便性の向上を図つた。

・ 市公式LINEの機能拡充により、市民の利便性の向上と負担軽減に取り組んだ。

・ 窓ロサービスの改善を進めるに当たり、市民ニーズの把握や担当課の負担軽減を考慮して検討を進

める必要がある。

3健全財政の維持 (1)歳入の確保

柱① 歳入の確保

O市 民生活に必要不可欠な基礎的な行政サービスの提供、直面する課題への対応及び総合計

画に基づく政策推進に所要とする財源の確保に取り組むもの

O事 務事業に所要とする財源を適正に確保し、過度な将来負担を抱えない状態

■ 令和5年度の実施内容

・ 歳入の確保に向け、ふるさと納税の返礼品の拡充についてPRを行つたほか、未利用財産の売却 B貸

付等を進めた。

・ 令和7年 4月 の施設使用料等の見直しに向け、施設の収支状況等の整理や近隣他市へのアンケート

調査を実施する等の検討を行つた。

・ 法改正に伴う手数料の見直し等を行つた。

■ 成果日課題

・ ふるさと納税の寄附金額は約2.02億円を受け入れ、当初の目標額 1.75億円を上回つたが、見直し後

の日標額2.80億 円には届かなかつた。

・ 未利用財産の売却及び貸付の合計目標額 1.47億 円に対し、約1.62億円の歳入となり目標を達成した。

・ 未利用財産の処分に係る事前整理、役割分担を明確化し、処分フローの検討を進める必要がある。

・ 施設使用料や手数料の見直しは、コロナ禍による施設利用者数の減少や物価高騰が続いている状

況等を踏まえた検討が必要である。
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3健全財政の維持 (2)歳出の適正化

柱① 事務事業の適正化

目標■

○ 必要な行政サービスを安定的かつ持続的に提供するため、PDCAサイクルに基づく事務事業の

適正化に取り組むもの

O限 られた経営資源を効率的・効果的に投入するとともに、手法の合理化、運用の工夫日改善によ

り経費の縮減が図られ、基礎的な行政サービスの確保と政策推進が両立している状態

■令和5年度の実施内容

・ 業務改善の仕組みとして、各課等におけるPDCAサイクルに基づく日常的な検証と改善を図る取組を

開始し、各課等における主体的な改善の取組を強化した。

・ 事業の検証と改善の推進に向け、優良事例や職場横断的に展開可能な業務改善事例を把握して周

知日助言するなどの支援を行い、更なる改善を促している。

■ 成果日課題

・ 効率的な事務執行や、会議等のペーパーレス化Hオンライン化など、所属内の事務改善に関する課

題が多く挙げられ、速やかな改善や予算要求につながつた。

・ 検証と改善の取組を不断に行つていくため、各課等の取組を把握し、引き続き、助言や伴走による改

善支援等に取り組んでいく必要がある。

3健全財政の維持 (2)歳出の適正化

柱⑫ 公共施設の適正管理と第ニセクター等の経営健全化の推進

■ |○ 公共施設に係る将来的な財政負担の軽減を図るため、施設の適正配置と効果的かつ効率的な

概1要1  管理を推進するもの

||○ 第ニセクター等に対する関与方針に基づき、経営の健全化を推進するもの

O公 の施設の適正配置計画に基づく取組や施設管理の適正化を図ることで、市の将来的な財政

負担が軽減された状態

O第 ニセクター等の経営健全化を図ることで、市の将来負担が軽減されている状態

■令和5年度の実施内容

・ 公の施設の適正配置計画に基づき、施設の廃止や民間活用に向けた取組を推進した。

・ 第ニセクター等に対する関与方針に不正防止の観点を追記する見直しを行い、法人の役員や事務担

当者を対象としたコンプライアンス研修等を実施した。

・ 公共施設等総合管理計画の改訂や施設別維持管理(個票)の運用を開始した。

■ 成果・課題

・ 公の施設の適正配置計画の取組を進めるなどして10施設を廃止した一方、取組に遅れが生じている

施設がある。

・ 第三セクターにおけるコンプライアンスの向上に資する取組を進めたほか、第ニセクターの方向性の

検討結果に基づく法人の整理や、専門家から経営改善の方策等の助言を受けるなど、経営健全化の

取組を推進することができた。

・ 施設別維持管理 (個票)に基づき予防保全の取組を推進し、適正に施設を維持管理することができた。

・ 指定管理者制度の運用を検証し、見直しを検討する必要がある。
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令和5年度地域独自の予算事業 地域自治区別事業一覧表

体と提案団体が異なる場合は、「実施主体J欄 に括弧書きで提案団体名を記載
負担額」欄には、補助事業における実施団体の自己負担額を記載しており、市

している。
の直営事業の場合、 「―」を記載

している。

※実施主
※ 「自己

高田区

区名

1

事 業 名

風鈴街道 in雁
木2023事業

実施主体

越後高田・雁木
ねっとわ―く

総事業費
(① )

(千 円)

43

決算額
(② )

(千 円)

36

自己負担額
(①―② )

(千 円)

7

実施内容

雁木を歴史的文化遺産として市民に広く認識 し

てもらい、歴史景観を後世に残 していくための

機運の醸成並びに観光振興に役立てるため、8月

1日 から15日 にかけて区内28町内において雁木の

軒先へ風鈴を飾るとともに、8月 13日 から16日 の

夜間には行灯の掲出、8月 1日 から31日 はお休み

処を2か所開設 した。

担当課

文化振興課

決算書
(ページ)

152-153

2

高田世界館 と高
田小町界隈散策
ガイ ド制作とP
R事業

特定非営利活動
法人 街なか映
画館再生委員会

605 396 209

高田小町界隈の歴史資源を活用して街なか散策
の促進を図るとともに、交流人日の増に寄与す
るため、高田小町界隈の歴史資源を活用して高
田世界館と高田小町界隈の散策ガイ ドを制作
し、高田世界館や高田小町などの施設に配置し
たほか、新潟県観光商談会等において旅行会社
に配布し、高田の雁木通りと高田世界館の組合
せを旅行会社にPRし、旅行企画の立案につな
げた。

文化振興課 152-153

3

地域資源を活か
した高田まちづ

くり事業

特定非営利活動
法人 街なみF 645 515 130

雁木町家の景観や歴史文化の保全を推進すると

ともに、交流人日の増加に寄与するため、雁木

通 りに面した窓や室外機5か所に格子を取 り付け

たほか、 「街なみ生活景観保全の啓発事業Jと
して地元での祭などで景観保全のPRや地域住

民も参加 して干 し柿、切 り干 し大根づくりを
行ったハ

文化振興課 152-153

4

北部地域の文
化・賑わいを創
出する事業

高田区北部振興 627 497 130

芸術や文化を通 じた市民の情緒の向上に寄与
し、高田区北部地域の活性化や地域づくりを図

るため、■月3日 から30日 にかけて陀羅尼人幡宮
において 「紅葉まつ り」を開催 し、紅案のライ

トアップによる景観を創出するとともに、地域
の演奏家による野外演奏会を開催 し、大勢の来

場者に景観と音楽を楽 しんでもらうことができ

た。

文化振興課 152-153

5
お馬出しプロ

ジェク ト事業
お馬出しプロ

ジェク ト
334 264 70

城下町高田に残る歴史ある地名や行事等を大切
にし、次世代に伝えまちの活性化につなげるた

め、地域の有識者を招いた講演会を9月 、12月 、
3月 の3回開催 し、高田区の歴史や文化等の知見
並びに参加者同士の交流を深める機会とすると

ともに、2月 3日 本町商店街を会場にふるさとの

唄コンサー ト等を実施 し、賑わいの創出に貢献
した。

文化振興課 152-153

6

「第2回 にいが
た水墨画フェス

ティバルの開
催」事業

上越水墨画フェ
スティバル実行
委員会

866 605 261

水墨画を通じた文化の振興を図るとともに、高

田区のにざわいに寄与するため、3月 21日 から26

日にミュゼ雪小町を会場に県内の水墨画愛好家

等の出展による「第2回 にいがた水墨画フェス

ティバル」を開催 し、県内からの観光客の誘客
を図つた。

文化振興課 152-153

7
高田普女の文化
の発信事業

特定非営利活動
法人 高田普女
の文化を保存・

発信する会

149 118 31

まちの誇りを醸成するとともに、高田区の交流
人日の増加に寄与するため、5月 13日 に書女の守
り本尊である弁財天に書女唄を奉納する妙音講
と書女唄演奏会を開催したほか、2月 3日 に高田

普女の門付け再現と普女唄演奏会を行い、市内
外からの大勢の来場者に高田替女の文化を広く
発信することができた。

文化振興課 152-153

8

各年齢層のつな
が りや居場所に
なるように取 り

組む交流促進事
業

誰でも集える場
所 じくの家

531 511 20

地域における交流やつながりを深め、地域の活

性化に資するため、毎週金曜 日から月曜 日の午

前10時から午後3Httに 東本町2丁 目の 「じくの

家Jを会場に誰でも参加できるお茶の間事業を

実施するほか、利用者の要望に応 じて各種講座

等を開催 し、人のつながりの拡大並びに利用者

同士の交流を促進することができた。

地域政策課 162～ 163

9
誰もが気軽に集
える居場所事業

特定非営利活動
法人 かたばみ
の家

219 160 59

人と人、人と社会がつなが り支え合 う活気ある

地域づくりを図り、地域の活性化に資するた

め、毎週金曜日の年前10時 から午後4H寺 に寺町3

丁目の真宗寺を会場に誰もが集える居場所事業
を実施するほか、月 1回程度創作活動の講座やイ呆

健師を招いた健康相談を開催 し、利用者同士の

交流を促進することができた。

地域政策課 162-163
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区名 事 業 名 実施主体
総事業費

⑩
判( )

決算額
(② )

(千 円)

自己負担額
(①―② )

(千円)

実施内容 担当課
決算書
(ベージ)

どもたちが地域のつながりの中で安心して過

地域であんしん

子どもへの暴力
防止事業

ごせる
1こ か t)

環境づくりを推進するため、5月 から2月

て市内幼稚園等において計10回 のワーク

10
CAP・ じょう

たつ
174 142 32

ショップを実施したほか、相談カー ド4種類
3,000枚、広報誌500枚を作成し小学校等で配

こども家庭
センター

206ハψ207

また朝市等でのPR活動を5月 から3月 にか

けて計17回 行い、子どもの人権啓発を呼び控卜け
た。

三世代雁木フェ
スティバル とふ

れあい事業

南三世代交流プ
ラザ運営協議会

687 513 174

世代間交流並びに南三世代交流プラザの利用促
進、地域住民の健康福祉を促進するため、8月 5

日及び12月 23日 に三世代交流のつどいを開催し
たほか、9月 24日 には南本町3丁 目の雁木通りを

会場に三世代雁木フェスティバルを開催し、地

域の小中学校や町内会、商店街等からの協力を
得ながら地域の元気を発信することができた。

こども家庭
218ハレ21911 ンター

12
青田川桜木整備
と環境啓発事業

青田川を愛する
921 736 185

地域の宝である青田川の保存と景観づくりを通
じて市民の河川愛護意識の高揚を図るため、青
田川の桜並木の維持管理として枝払い、施肥等
を行つたほか、環境保全啓発ポスターを作成し

流域19町内会等に配布、8月 19日 には「青田川灯
りの夕べJを 開催し、堤防に1,000個の灯りを並
べるなど青田川を舞台に夏の思い出づくりに取
り組んだ。

河川海岸砂
防課

316-317

町並み、文化を活用 したまちづくりの推

雁木の保全 。再生や景観づくり等を図るた

雁木の景観保全
と住民交流推進
事業

南本町三丁目ま
ちづくり協議会

め、8月 9日 に雁木フォーラムとして講演会を開

13 476 したほか、7月 24日 の雁木住民交流会では、お 都市整備課 322-323
つ り 格子戸を和J用 した影絵や木

を設置し、夜の雁木の景観を楽
しみながら地域住民の交流と理解を促進した。

14

第40回 上越美術
協会展及び会場
における “音楽
会"と “まちな
か美術館"事業

上越美術協会 254 90 164

上越地域の美術文化の振興を図るとともに、高
田市街地の活性化に寄与するため、8月 17日 から
20日 にミュゼ雪小町を会場に「第40回上越美術
協会展J及び同会場内で音楽会を開催し、会期
後9月 1日 から30日 には「まちなか美術館」とし
て本町商店街店舗に希望の作品を貸し出し、地
域美術の振興並びに本町通りに賑わいをもたら
すことができた。

小林古径記
念美術館

372-373

15

戸張幸男作品展
並びに作品集事
業

六人の会 610 603 7

高田区ゆかりの芸術家にスポットを当て、地域
の芸術、高田寺町の歴史文化に触れる機会をつ

くり、文化振興、観光に資するため、金谷山の

レル ヒ像を制作 した彫刻家の戸張幸男をクロー

ズアップし、ll月 23日 から25日 に寺町3丁 目の大

厳寺において作品展を開催 したほか、同氏の彫

刻作品集を制作 し市立図書館等に配布 した。

小林古径記
念美術館

372-373

16

文化 と文化施設
を使った交流促
進事業

ミュージアム
ファンクラブ

186 34

文化と文化施設の活用により住民の交流促進を
図り、高田区のミュージアムが更に多くの住民
から親しまれ、住み続けたいまちづくりに寄与

するため、小林古径記念美術館を会場に7月 29

日、同美術館の雁木のライ トアップと各種文化
体験等を行ったほか、8月 5日 に同美術館のイベ

ントと連携して縁日を開催し、文化施設に規し

むきつかけを提供した。

小林古径記
念美術館

372-373

、名所等を次世代へ伝承 し

地域の名所巡 り 南本町小学校区

光の推進、歴史保存や地域愛護の市民意識高揚
を図るため、南本町小学校区内の旧跡や名所15

か所を紹介するパンフレット3,000枚 及び紹介動
画を作成し、校区内の9町内会等に配布したほ
か、10月 28日 に名所めぐりを実施し、地域住民
の理解の促進するとともに、散策コースとして

376ハΨ37717 と次世代啓発事 まちづくり協議 530

業

く発信 した。

見る 。知る 。伝
える「甦れ高田

城J郷土史家
植木宏氏と巡る

城下町高田の紹
介発信事業

高田城の素晴らしさを市民が再認識 し、高田城

高田城復元ネッ
トワーク

と

田城址公園が更に多くの人から愛されるこ

を目的に、城下町高田の旧町名ガイ ドブッ

18 2,032 1,930 クを制作し、郷土歴史家の案内による現地見学
会を10月 から11月 にかけて4回 開催したほか、そ
の動画記録を制作し、2月 23日 に完成発表会及び

郷土歴史家による講演会を開催した。

文化行政課 376′ ψヽ377

町高田
文化の保全に役立たせるとともに、城下
の魅力を高め、民辰わいと元気が出るまち

松平忠輝公 と五 松平忠輝公 と工
づくりに寄与するため、居多神社 (6月 2日 )並
びに五智国分寺 (10月 13日 )で現地学習会を開

郎人姫の会 したほか、8月 と1月 に松平忠輝公 と五郎人姫

ゆかりの地を紹介するパネル展を開催し、城下
町高田の魅力を発信した。

計 19件   9,994 8′ 316  1,678

19
姫の会事業

文化行政課 876-377

18



区名 事 業 名 実施主体
総事業資

(① )

(千 円)

決算額
(② )

(千 円)

自己負担額
(①―② )

(千 円)

実施内容 担当課
決算書
(ページ)

新道区

1
稲田むすぶフェ
スティバル

稲田むすぶプロ

ジェク ト
1,044 878 166

住民が主体的に地域づくりを考え、活動を通じ

て達成感を見いだすことを目的に、7月 1日 に河

川敷でのクリーン活動、10月 4日 に「稲田むすぶ

フェスタィバル」を実施 した。クリーン活動で

は近隣企業の有志を含め約 100人 が参加 したほ

か、フェスティバルでは中高生などのボラン

ティアがイベン トを運営するなど、地域一丸と

なって取 り組むことができた。

地域政策課 162-163

計 1件    1,044  878 166

区

1

平山で花&夢
いっぱい咲かせ

よう運動事業

平山町内会環境
整備部

248 23 ll

地域の幅広い世代の交流促進と景観美化を図る
ため、4月 から10月 にかけて、花の植栽や防草
シー ト貼り、草刈り等の花壇整備を計8回実施
し、延べ135人 が作業に参加した。地域住民が一

体となつて取り組んだ結果、これまで以上に親
都市整備課 148-149

睦や融和が深まるとともに、夏から秋まできれ
いな花々で地域を彩ることができた。

滝寺自然公園整
ちづくり

地域の自然環境や歴史・文化の維持・保全活動

を通 じて、住民間の交流を図るため、4月 から1

月にかけて、ミズバショウ自生地の保護・育

成、毘沙門堂周辺及び参道の整備活動等を実施
地域政策課 162-1632 と環境保全・

協議会
265 230 35

した。また、定期的に活動内容を

を発行 し、住民間の交流を深めた
掲載 した会報

3
金谷若者まちづ 上越若者みらい

1,1 977 159

金谷区の若い世代の交流促進 と地域の観光資源
の利用促進のため、5月 と8月 に南葉高原キャン

プ場で‐ジマス釣 リイベン ト、6。 8'12,3月 に

金谷山公園等でフリーマーケットを中心とした

金谷山フェスを開催 した。イベン トの開催を通
じて、南薬高原キャンプ場及び金谷山公園の魅

力発信 と利用促進につなげることができた。

地域政策課 162-163
くり参画事業 会議

4

ミニ新聞「まめ
でやつたけえ」
発行継続および
活用によるきず
な拡大事業

「まめ」新聞
有志会

93 93

地域内外における交流促進と生きがいの創出を
図るため、地域住民が自ら執筆、編集、頒布ま
で一連の作業を行い、それぞれの思いや情報を
共有するための新聞を計5回発行した。新聞発行
と発行後の読書会等の開催を通じて、地域住民
と地域外の方との交流が活発に行われ、地域の

地域政策課 162-163

につなげることができた。

ダム公園として
月から10月 1こ か

と観光振興のため、6

正善寺ダム周辺
の紫陽花の維持

管理及び水質保
全 と環境美化事
業

けて、正善寺ダム周辺と沿線の

5 正善寺紫陽花会 93 93 0

紫陽花の維持管理、不法投葉ごみの回収作業及

び紫陽花のライ トアップ等を実施 し、延べ76人

が作業に参加 した。これにより、市内外からの

来訪者に豊かな自然を感 じてもらうことができ

た。

生活環境課 244-245

る南案高原キヤンプ場の
の発信と利用促進につなげるため、テン ト

キ
室
業

ャンプ体験教
地域観光事

金谷地区振興協
議会

101 77 24

の設営、撤去、食事の煮炊きなどを学ぶキャン

プ体験教室を10月 14日 に開催 し、62人が参加 し

た。地域外からの参加者もあり、また訪れたい

との声も聞かれるなど、南葉高原キヤンプ場の

産整 282-2836

を発信すること

計 6件    1,936 1,707 229

春日区

防犯、防火、 び子どもと高齢者を見

1

安全に安心 して

暮 らせるまちづ

くり事業

春 日山町防犯パ

トロール隊
251 1

守るため、のぼり旗の掲出や、冬期間を除き通

年で住民による防犯パ トロール活動等を実施 し

た。地域の安全・安心の確保に寄与 したほか、
市民安全課 130-131

活動を通 じて近隣の住民同士の交流が図られ

2

御館川 リバーサ
イ ド環境美化事

業

大豆町内会 141 l14 27

春日山に隣接するエリアの景観の向上を目的
に、5月 からH月 にかけて住民による花壇整備や
観光客をきれいな環境で迎え入れるためのク
リーン活動等を実施した。春日山城跡の八日と
なる地域の環境美化につながつたほか、活動を
通じて住民同士の交流促進が図られた。

都市整備課 148-149

いきいき春 日野
ふれあいコン

サー ト事業

いきいき春 日野
ふれあいコン

サー ト実行委員
会

236 161 75

地域住民によるまちづくり活動を推進するた

め、地域 と学校 との交流イベン ト「第 17回いき
いき春 日野ふれあいコンサー ト」を6月 11日 に上

越文化会館で開催 した。実行委員会形式で事業

を運営 したことにより、自主性が高まったほ

か、地域と大学との連携が強まり、交流が一層

幅広く、活発となつた。

628     525

3

計 3件 103

地域政策課 162-163
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区名 事 業 名 実施主体
総事業貴

((D)

(千 円)

決算額
(② )

(千 円)

自己負担額
(①一②)

(千 円)

実施内容 担当課
決算書
(ページ)

区

地元出身の外交官、芳澤謙吉への関心と理解を

芳澤謙吉翁顕彰
めるため、7月 22日 に芳澤記念館で茶会、諏訪

1 421 41 3 地区公民館で講演会を開催 し、延べ90人 が参加

したほか、研修会の開催や講演記録集の作成・

配布等を行つた。

文化振興課 152-153

“明日の上越

地域の魅力と環境の素晴らしさを発信するた
め、地域の宝であるはさ木や和みの人本桜の保
全活動を実施したほか、町内会等の団体の協力
で地域一帯にヒマワリを咲かせたことにより、
地域の魅力を高めることができた。

地域政策課 162-1632 を創る会" 未楽来すわ 476 475 l

事 業

る た め

祭 り等 のイ ベ ン ト の各種教室の 開

3
の里づ くり の里づ くり

1,398 1,255 143
催、ホームページによる地域情報の発信に取り

組んだ。様々な取組を通じて、住民同士の交流
が促進されたとともに、にぎわいが創出され、

地域政策課 162-163
協議会事業 協議会

移住促進諏訪の
会活動事業

の
83 82 l

区内の定住人日の増加を図るため、11月 20日 に

先進事例の視察研修、3月 16日 に移住促進フォー

ラムを実施したほか、チラシや SNSを通 じて 多文化共生 164-1654 を発信 した。移住者の受入れ実績は

、住民の地域に対する愛着の醸成に

とができた。
なかつたが
寄与するこ

どもたちの健全育成や住民の郷土愛を醸成す

5
すわっ子わくわ
く事業

すわつ子クラブ 566 11

るため、学校の長期休業期間を始め、年間を通
じて、二貫寺の森での野外活動や各種教室等を

実施 した。子どもから大人まで延べ632人の参加

があり、地域全体で子 どもたちを見守 り、育む

社会教育課 358-359

意識を共有することができた。

計 5件    2,955 2,796 159

津有区

るため、7月 1日 に前 において、第101回

l
前島密翁献碑祭 前島密翁献碑祭

772 714 58
前島密翁献碑祭と直木賞作家の門井慶喜氏によ
る講演会を開催した。献碑祭の知名度の向上は
もとより、前島記念館の来館者の増加にも寄与

文化振興課 152-153
101周 年事業 実行委員会

市
(提案団体 :

有区地域協議
会)

地域の良さを住民
化につなげるため

に理解してもらい、地域活性
、関係団体等と連携し、見ど

2

津有区パンフ
レッ ト作成及び
活用事業

津
564 564

ころを紹介するパンフレットを3,300部作成 し、
全戸配布を行つた。 さらに、11月 にはこのパン

フレットを活用 したバスツアーを2回 開催 したほ

か、スタンプラリーも随時実施 し、地域の再認

識や再発見につながる機会を提供 した。

地域政策課 162-163

ゲー トボールに
よる高齢者の健
康増進 と地域の

憩いの場づくり

事業

戸野目公園芝

高齢者を始めとした住民の健康増進に役立てる

ため、4月 から12月 まで芝ゲー トボール場の環境
づくりを行つた。また、10月 25日 には上越地域

グー トボール大会 (76人参加)を開催するな

ど、交流機会の創出とコミュニケーションの活

高齢者支援
3 ゲー トボール場 130 128 2

課
200-201

運営委員会

に寄与することができた。

地域の防災力向上と意識高揚を図るため、10月

29日 に、中越市民防災安全士会から会長と副会

4

上越市防災士会
津有支部安心安
全事業

上越市防災士会
津有支部

40 38

を招き、「中越地震の教訓を地域活動に活か

」を>―マに講演会を開催 し、34人 が参加 し 市民安全課 330-331
た。 自助、共助の取組により、地域の防災力を

向上することの必要性を再確認することができ

た。

地域教育の成果を地域に周知するため、4

児童の地域お宝

発見・地域住民
ふれあい事業

からH月 まで写真の収集や原稿作成を行い、

5
上雲寺小学校最
寄会

152 151 l
地域連携カレンダーを作成し、12月 に保護者及
び町内会へ配布した。これにより、児童の地域
への愛着の形成とともに、地域で子どもを育て
る連帯感の醸成につなげることができた。

社会教育課 358-359

計 5件    1,658 1,595 63

l
三郷のバス停を 三郷花を楽 しむ

1

地域住民の交流促進 と景観美化を図るため、6月

から11月 にかけて、プランターの花植え作業を2

回実施 し、延べ23人が参加 した。花植え作業を

通 じて、地域住民の世代間交流の促進につな

がった。

花で飾ろう事業
87 148-149

三郷区

- 20 -



区名 事 業 名 実施主体
総事業

(① )

(千 円

費

)

決算額
(② )

千円( )

自己負担額
(①―② )

(千 円)

実施内容 担当課
決算書
(ページ)

2
さんごう仲間づ
くり事業

E N J OY35 89 35

地域住民の交流促進 と健康の増進を図るため、7

月から3月 にかけて、地域ボランティアと小学生

による雑巾プロジェク トやフリーマーケット、

料理講座等を実施 し、延べ86人が参加 した。そ

れぞれの企画において、様々な年代の住民の参
地域政策課 162-163

があり、世代間の交流を深めることができ

た。

3

高齢者支援・交
流事業 (「 買い 三郷まちづくり

138 125 13

高齢者の買い物支援と相互交流を促進するた

め、7月 から3月 にかけて、買い物ツアーを3回実

施 し、延べ30人 が参加 した。買い物ツアーを通

じて、参加者の交流が深まるとともに、健康と

福社の増進につなげることができた。

高齢者支援
課

202′ ψ`205
ツアーJの実 振興会

三郷地区の歴 三郷地区の歴

地域住民の歴史・史跡に関する意識の高揚を図
り、歴史資源をいかした地域づくりにつなげる
ため、越後国分寺推定地と伝えられる場所の地

中探査、ジオラマ制作等を実施し、延べ165人 が

参加した。活動を通じて、地域住民の連携が深
まるとともに、地域への愛着を高めることがで

きた。

政課 376-377史・史跡を研究 史・史跡を研究 21 212 0

する事業 する会

郷土芸能無形文

化財 「春駒」の

伝承事業

三郷まちづくり
振興会

三郷区の郷土芸能無形文化財「春駒」を伝承す
るため、教材用の音楽CD作成や民謡踊り教室

5 806 796 1 を 開催 した。
高齢者

5回 開催 した 民謡踊 り教室は 刀ヽ 文化行政課 376-377

学生から ま で 幅広しヽ世代の参加があ り
「春駒」の伝承活動を推進することができた。

計 5件    1,332 1,273 59

和国区
上越妙高駅利用者に当地のおもてな ′い

上越妙高駅賑わ
いづくり環境整

備事業

上越妙高駅と共
に歩む会

484

を届けるとともに、主要イベン ト等にいざな
い、賑わいと交流の推進を図るため、上越妙高

駅の自由通路等18か所に通年デザインののばり

旗3種類、加えて観蓮会、観桜会の開催時にはP
Rののばり旗を30か所に設置 したほか、のばり

旗の設置・撤去時には、ゴミ拾い等美化活動を

行つた。

観光振興課 294′ ψヽ295

2

今泉城跡の大ケ
ヤキ保護活用事
業

上越妙高駅と共
に歩む会

298 297 1

地域の宝である今泉城μ力ヽの大ケヤキを保護・活

用 し、地域住民の意識高揚、誇 りや一体感の醸

成を図るとともに、賑わいや交流の促進に寄与

するため、5月 から11月 にかけて大和神社境内の

木陰に鑑賞・休憩施設並びに大ケヤキの周辺 12

か所にのばり旗を設置 し、併せて5月 28日 及び8

月27日 に清掃・美化活動を行つた。

文化行政課 376-377

計 2件 782 780 2

1

交通事故のない

安全安心なまち
づくり事業

安全協 405 405

地域の交通安全を確保するため、春と秋の全国
交通安全週間に合わせて、小中学校の登校時間
に地区内7か所において立吟活動及びのばり旗の

設置を行った。各町内会の協力を得て、延べ168

人が参加し、児童・生徒への注意
')亀

起や通行車
両への安全運転の意識啓発を図つた。

市民安全課 144-145
士支部

2
地区だより「た
か し」発行事業

高士地区振興協
議会

223 192 31

住民の地域活動への関心を高めるため、区内の

団体からも編集委員として参画してもらい、毎
月25日 に地区広報紙を500部発行することによ
り、各団体の様々な活動内容を一元的に発信、
PRすることができた。

地域政策課 162-163

3
ふるさと高士ま
つ り開催事業

高土地区振興協
議会

469 382 87

地域のにぎわいを創出し、まちづくりや活性化
を図るため、8月 20日 に高士小学校において 「ふ

るさと高士まつり」を開催 した。屋外子どもイ
ベン ト会場を始め出店ブース等を設けたことに

より、約350人の参加があり、世代間交流や地域
の絆を深めることができた。

地域政策課 162-163

4
高齢者の安全な
暮らし支援事業

ひとふさの会 271 133 138

高齢者が孤独を感 じることなく、健康的に暮ら
せるよう、各町内会による見守 り活動等のほ

か、8月 から11月 にかけて交流会を毎月実施 し、

高齢者の交流促進を図つた。 さらに、弁当の配

食サービスを毎月1回行い、配達時に声掛けを合

わせて行ったことで、高齢者が安心 して暮らせ

る地域づくりを推進することができた。

高齢者支援
課

196-197

5
高士地区お買い

物ツアー事業
高士地区婦人会 109 89 20

閉じこもりがちで移動手段が限られる高齢者に

対し、買物支援と交流機会を創出するため、6月

から3月 までに8回、買い物ツアーを実施 した。

買い物の補助及び自宅までの送迎等を行つたこ

とにより、住民同士のコミュニケーションを活
性イ比させることができた。

高齢者支援
課

202-205

高士区
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区名 事 業 名 実施主体
総事業費

(① )

(千 円)

決算額
(② )

(千 円)

自己負担額
(①―② )

(千円)

実施内容 担当課
決算書
(ペ ージ)

「食」を通じた
地域づくり事業

をレベルアップさせるため、3月 に学習会を開
した。同じ食材を様々な調理方法で料理する

6 高新会 18 9 とともに、地域へ周知 したことによ 272-273
り、地域全体で「食」の楽しさを共有するとと
もに、地産地消の促進に寄与することができ

「雪まつ り
(キ ャン ドルイ

ベン ト)」 開催
による地域交
流・地域活性化
事業

地域の魅力を発信し、知名 を上げるととも
1こ 、住民の団結力を高めるため、2月 24日 に岩の

萄園及び高士地区多目的研修センターにお

7
高士地区雪まつ

2,424 2, 35 いて「高士雪まつ り」を開催 した。花火や蔵ツ

アー、光の広場、高士マルシェによる「ふるま
い」等を行い、地域の活性化 と魅力の向上を図

ることができた。

294-295
り実行委員会

8

地域の宝 稲谷
【だんとうの大

杉】保存事業

稲谷 【だんとう
の大杉】保存会

860 760 100

歴史継承の大切さを学ぶとともに住民間の交流
を図るため、10月 7日 にだんとうの大杉の落枝防
止・剪定枝処理作業を住民が行った。さらに、2

月25日 には作業の報告及び今後の予定を踏まえ
た勉強会を開催し、憩いの場づくり通じて地域
の助け合いの精ネ申を育むことができた。

文化行政課 376-377

計 8件 4,779   4,359 420

直江津区

1

クリーンナップ
上越 in五智事
業

ひまわり會 516 510 6

地域住民の環境への関心を高め、環境美化を図
るため、海岸線 (市道五智居多ケ浜シーサイド
ライン線)で植栽及び清掃活動を行うととも
に、国府小学校の児童の協力を得て作成したゴ

ミ捨てマナー啓発看板を植栽箇所に設置した。

148-149

2

直江津のグラン

ドデザインを描
く事業

直江津プライ ド
607 606 1

「二人朝市の未来」 と「屋台会館の活用Jを考
える2つ のテーマについて、市民参加による計4

回のワークションプを実施するとともに、検討

結果の発表会及び市民意見交換会を1月 27・ 28日

に行 うことで、多くの意見を集約 した 「直江津
まちづくり提言書」をまとめることができた。

地域政策課 162-163
1

直江津の歴史的 な偉人福永十二郎
二人朝市と連携
、福永十二郎翁

給の遺徳を偲
を図りながら
の商権復活の十二郎顕

四十物祭事

「 四十物祭」を
18日 に実施 し

3 彰
業

ま ちおこし直江 680
1 1月

地域政策課 162-163
を再確認 したほか、当時の直江津の歴史と

多彩な食文化を来場者と共有することができ
た。

直江津の魅力を再発見・発信するため「撮って

直江津の魅力」をテーマにした写真コンテ

直江津写真フェ
ア事業

上越写真連盟 334 63
ス トを開催するとともに、12月 2・ 3日 及び 1月

27・ 28日 に応募作品の展示を行い、直江津の魅
力を発見 。発信するとともに、写真文化の広が

りと深まりを増すことができた。

観光振興課 294‐V295

直江津港を拠点としたまちの活性化を図る

5

交流と賑わいに
よる 「みなとま
ちづくり」事業

直江津港周辺活
1, 888 768

め、佐渡汽船ターミナルを会場に、寒ぶりの解
体やあんこうの吊るし切リショー、市内学生に
よるステージイベント等を行う「寒ぶりまつ

りJを 12月 10日 に実施し、直江津港周辺のPR
318-319

ることができた
て い

五智公園の整
五智公園を育て
る会

目的に、公園の植生の改善及び希少植物の保

6 、有効活用事 226 紹介パネルの展示、リーフレットの配布等
うことで、五智公園の魅力を周知すること

課 3211-323

計 6件    4,084 3,243 841

R350花壇整備
350同友会 213 21 0

国道350号沿線の花壇の植栽や草取りを行い、花
壇を美しく整備することで、沿道を通行する地
域住民の憩いの場とすることができた。

都市整備課 148-149
事業

2
有田地区いきい
き支援事業

有田福祉の会 570 570 0

65歳以上を対象とした体操講座等を行 う高齢者

サロンを71回 、生後 1か月から2歳 頃の親子を対

象とした、絆づくりを促進する子育てサロンを
18回、未就学児の親子を対象とした、親子で楽
しめる講座等を5回実施 し、高齢者の介護予防及

び子育て世代の居場所づくりを支援することが

できた。

高齢者支援
課

200-201

3

直江津東中学校
区小・中学生
キャリア教育支
援事業

直江津東地域学
園運営協議会

651 650 1

直江津東中学校区における小・中学生の自立

や、若手 リーダーの育成等を地域全体で支援す

るために、地域の企業や中学校の卒業生、地域

住民の協力を得て、小 。中学生が地域の先輩等
から学ぶ機会を設けたほか、立志式等を実施す
ることで、地域の大人との関わりから多くのこ

とを学ぶとともに、地域に誇 りを持つ機会とす

ることができた。

学校教育課 338-339

有田区
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区名 事 業 名 実施主体
総事業費

(① )

(千 円)

決算額
(② )

(千 円)

自己負担額
(①―②)

(千 円)

輿施内容 担当課
決算書
(ペ ージ)

有田地区体育 有田地区体育

町内対抗で6月 18日 に親善輪投げ大会、7月 9日 に
ソフ トバ レーボール大会を実施するとともに、
10月 8日 に有田地区を6ブロックに分けて競 う
「有田地区体育大会」の開催を通 じ、地域の活

性化、親睦、世代間の交流が図られた。

スポーツ推
進課レクリエーショ レクリエーショ 549 1 382-383

ン事業 ン協会

計 4件    1,984 1,982 2

八千浦区

1
やちほ文化展は
まぐみ市事業

人千浦地区明る
い町づくり協議
会

164 163 1

地域住民の交流、にぎわいの創出を図るため、

住民の創作活動の発表と地域文化の再発見を目

指す 「やちほ文化展」を11月 3・ 4日 に開催 し、

併せて地域特産品や農産物等のPRを 行 う「は

まぐみ市J(フ リーマーケット)を 11月 3日 に開
地域政策課 162～ 163

し、約350人が来場 した。地元企業からの出展

もあり、住民と企業関係者との交流や、子
どもと大人の世代間交流が図られた。

う次世代の の

人千浦地区活性
化・青少年育成
事業  「人千浦
地区海まつ り」

と協働の精神を培うため、人千浦区の地域

2
海まつり実行委 958 957 1 開催 し

ある海に親しむ「海まつり」を9月 2日 に

、住民と小・中学生、保護者が、当日ま 地域政策課 162-163
員 会 での企画・運営など様々な活動を通して触れ合

うなど、次世代が積極的に地域活動に協力する
こ と

計 2件 1,122   1,120 2

区

のアピールに

ま ち
倉地区防犯連
協議会

げるため、保倉小学校児童、直江津東中学校生

徒の登下校時のほか高齢者等の外出時の見守り
活動を実施した。地域内統一のパ トロールコー

ト、合図棒を使用し約210日 活動したことによ
り、地域全体の安全・安心感を高め、また、児
童・生徒と挨拶を交わすなど、地域全体で子ど

市民安全課づくり「見守 り 206 89 144-145

事 業

ることができ

保倉地域の環境美化や住民同士

2
区環境美 まちづくり

346 345 1

し、地域の活性化を図るため、保倉地区町内
会、保倉小学校、保倉保育園、保倉地区公民館
等の花壇や公園等に、5月 27日 、住民が花苗
4,520鉢 を植栽し管理を行つた。各町内等で水や
り、草取りを行い、花を通して住民が交流し、

都市整備課 148-149
振興会

いと交流の場ができた。

区 に の 立

援すや、若手リーダーの育成等を

直江津東中学校
区小・中学生
キャリア教育支
援事業

るために、地域の企業や中学校の卒業生、地域

協力を得て、小・中学生が地域の先輩等
3

直江津東地域学
172 172 学校教育課 338-339

園運営協議会 から学ぶ機会を設けたほか、立志式等を実施す

ることで、地域の大人との関わ りから多くのこ

とを学ぶとともに、地域に誇 りを持つ機会とす

る

青野地区の郷土芸能「剣の舞」を復活・伝承
し、地域住民の親睦と地域活性化を図るため

ち風景等の記録及び地域の子 ど も た

4
青野 「剣の舞」
復活事業

青野芸能保存会 73 72 l

への指導など伝承・保存活動を行つた。9月 から
12月 は週に1回保倉小学校児童へ舞を指導したこ

とで、児童は10月 21日 、12月 20日 発表会の場で

披露できるまで舞を習得し、将来の後継者の育

文化行政課 376-377

に寄与 した。

計 4件 886     795 91

化 、

1
北諏訪を花で飾 北諏訪まちづく

100 98 2

りに対する意識高揚を図るため、スイセンの球
根を各町内や小学校、保育園等へ配布し、住民
が協力して植栽することにより、コミュニ>ィ
の団結・融和を促進するとともに、地域の環境

都市整備課 148-149
る事業 り振興会

2
北諏訪区地域の

魅力PR事業
北諏訪まちづく
り振興会

152 145 7

北諏訪区の魅力となる歴史 。文化・スボーツ行

事などの情報を広く周知するため、 「北諏訪だ

より」を年4回発行 し、地域の一体感を醸成する

とともに、まちづくり活動への地域住民の参画
方式図伊ぅオ1フ ア‐̂

地域政策課 162-163

3
地域探訪 ウォー

キング事業
北諏訪まちづく
り振興会

41 40 1

北諏訪区内の公共施設や芳澤記念公園をウォー

キングして訪れる「地域探訪 ウォーキング」を9

月16日 に実施 し、地域の魅力再発見と、住民同
士の親睦や健康増進が図られた。

地域政策課 162-163

北諏訪区
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区名 事 業 名 実施主体
総事業費

(① )

(千 円)

決算額
(② )

(千円)

自己負担額
(①―② )

(千 円)

実施内容 担当課
決算書
(ページ)

今回で27回 目となる まつ りつ in北諏訪」

地域コミュ‐ 北諏訪まちづく

を10月 14日 に実施 し、チン ドン屋や太鼓の演舞

等のステージイベン トに加え、子 ども達やすこ

4
ティ活性化事業 り振興会

372 371 l ロン参加者等が作成 したランタンを灯す 地域政策課 162-163
し等を行 うことで、地域住民の世代を超えた

交流と親睦が図られ、地域の活性化につながつ

た。

「さくらの学
校」を地域で守
り支える事業

北諏訪地区学校
後援会

769 231

北諏訪小学校のシンボルである 「桜」に関する

学習会や、桜の手入れ、植樹を行 うとともに、
11月 3日 に地域の方も参加 した講演会の開催を通
じ、地域コミュニティの核 となる北諏訪小学校

を守 り支えていく意識の高揚を図つた。

学校教育課 334-337

直江津東中学校
区小・中学生
キャリア教育支
援事業

直江津東地域学
58 58 0

直
や
る

住
か
る
と
る

江津東中学校区における小・中学生の自立

、若手リーダーの育成等を地域全体で支援す
ために、地域の企業や中学校の卒業生、地域
民の協力を得て、小・中学生が地域の先輩等
ら学ぶ機会を設けたほか、立志式等を実施す
ことで、地域の大人との関わりから多くのこ
を学ぶとともに、地域に誇りを持つ機会とす
ことができた。

学校教育課 338-339
園運営協議会

計 6件    1,492 1,250 242

谷浜・桑取区

1 ガ イ

・桑取区の

ドマップ作
く り

381 380 1

谷浜・桑取区への来訪者を始め多くの方々に分
かりやすく地域の見どころをPRするため、ガ

イ ドマップを増刷 し、地元8旅館・民宿を始め区

内外に配布 した。また、ガイ ドマップに掲載さ

れている場所を巡る「ガイ ドマップ巡 りJ(お
宝さがし)を 10月 7日 に実施 し、区外からの参加

を含めた23人 へ地域を知る機会を提供 し、地域

観光振興課 294ハヤ295
協議会

PRに努めた。

ケ峰砦・長浜
谷浜地域づくり
協議会

谷浜地域の歴史遺産、観光資源として城ヶ峰
砦・長浜砦を継承・PRするため、5月 から10月

にかけて地域のボランティアを募りながら、両

2 砦の景観保全事
業

1, 1,275 周辺の散策道整備や案内看板の設置、草刈り
を行つた。カタクリ見学会 (4月 8日 )、 狼煙

文化行政課 376-377

上げ (8月 20日 )には地域住民から計51名 の参加
があり、一般の散策者数の増につながった。

地域の伝統芸能である桑谷地区の里神楽を継承
るため、子ども里神楽練習会を6回 、小学校の

里神楽伝承によ
る地域の元気創
造事業

練習12回 のほか、伝承用資料を作

3
桑谷里神楽伝承 543

した。9月 23日 「月満夜の里神楽Jでは250人 376-377
が来場する中、大人の演者と同じ舞台で子ども
が舞を抜露し、地域への愛着と誇りの醸成を図
るとともに地域を担う人材の育成 。確保につな
げた。

計 3件    2,243 2,198 45

安塚区
コンサー ト等の実施をとお し

やすづか「小さ 特定非営利活動
法人 NPO雪
のふるさと安塚

て、地域内外からの来訪者に各活動団体の活動
内容を知ってもらうため、9月 30日 から10月 9日

の間に雪だるま物産館や雪中貯蔵施設 「ユキノ
ハコ」、リバーサイ ドロー ドなどの各会場でイ
ベン トを開催 し、各活動団体の意欲向上と地域

農村振興課な祭 りJ開催事 681 41 268-271

業

の につながった

2
山のうえの雪ま 山のうえの雪ま

つ り実行委員会
2,500 1,550

地域住民が自らのアイデアと行動により安塚区
の中核的な拠点であるキューピットバ レイス

キー場を活用することで交流人日の増加 と地域
の活性化を図るため、安塚キャン ドルロー ドの

開催 と併せ、2月 24日 に雪上花火や山のうえ トラ

イアスロン、雪像づくりなどを行い、交流人口
の増加や地域の活性化に寄与することができ

た。

観光振興課 294-295
つ り事業

3
山の うえ真夏の

雪まつ り事業
山のうえの雪ま

1,342 939 403

安塚における 「通年観光」の実現に資するた

め、スキー場の閑散期である真夏の8月 26日 に
「雪室の雪Jを活用 した、雪山の創出や真夏の

雪合戦、テン トサウナ体験などのイベン トを開

催 し、交流人 日の増加に寄与することができ

た。

観光振興課 294-295
つ り実行委員会

計 3件    4,523 2,529  1,994

第14回 浦)1原和
太鼓祭

特定非営利活動
法人 保倉川太
鼓

150

日本古来の 「和太鼓」を通 じ、日本の伝統文化
と和の心を浦川原区から発信することで、「人
と地域が元気なまちJにするため「第14回浦川

原和太鼓祭」を開催 し、和太鼓文化の伝承・継

承に寄与 した。

840 690 文化振興課 152-153

浦川原区
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区名 事 業 名 実施主体
総事業資

(① )

(千 円)

決算額
(② )

(千 円)

自己負担額
(①―②)

(千 円)

実施内容 担当課
決算書
(ページ)

うらがわら雪あ うらがわら雪あ

灯の回廊の一環として、 「うらがわら雪あか り
フェスタ」を開催するとともに、その見どころ

や茶屋など、来場者に楽しんでいただけるポイ
ン トやシャ トルバスの運行ルー トを掲載 した
「おでかけマップ」や誘導看板を作成 し、誘客

に寄与する取組を行つた。

興課 294-2952 か リフェスタ事 か リフェスタ実 161 16と

業 行委員会

3
うらスポマラツ

特定非営利活動
法人 うらがわ
らスポーツクラ
ブ

1,067 325 742

参加ランナー、スタッフ、沿道でのボラン秀ィ
アなど、関わる住民がそれぞれ体力づくりや地

域力の向上を意識づける機会として、「うらス

ポマラノン大会」を開催し、体力や精ネ申を鍛
え、仲間づくりの機会を与えることと、地域の

教育力の資質向上に寄与した。

スポーツ推
進課

382‐Ψ383
ン大会開催事業

計 3件    2,068 1,176 892

大島区

計 2件 1,565   1,510 55

牧区

して い る )II

l

|1上山里の風 コ
川上地区協議会 413 279

館J(旧川上小学校木造体育館、国登録有形文
化財)を活用し「川上山里の風コンサー ト」を
10月 7日 に開催したことで、地域の活力維持と郷 文化振興課 152-153

ンサー ト事業 土愛を育むことができた。また、来場者へ山
地の現状と魅力を発信し交流人口増加へつな

間
げ

ことができ
でのつ 関係人口 1こ つ る

つ ながりと地域
を育む情報発

特定
法人

非営利活動
牧振興会

ため、NPO法人牧振興会のホームページ (ブ

ログ)やインスタグラムを活用し、年間を通し
て牧区における暮らしと住民の様子を発信し

2 256 179 77 162-163

る をメえ信し

地域活性化促進
牧区地区協議会
連絡会議

区内外に交流の輪を広げるため、冬の一大イベ

ントである「灯の回廊Jを牧区全体の手作リイ 294-2953 (ま き深山 788 787 1

のともしび) ン ト「まき深山のともしびJと して2月 17日 に

し

4
沖見地区観光拠
点づくり事業

レス トハクス
「けやき」周辺
整備の会

296 295 1

沖見地区の玄関日である 「ふるさと村 自然 と憩
の森」を地域の観光拠点とするため、7月 からH
月にかけて花の植栽や遊歩道の整備を行 うとと

もに、案内看板作成、PRホ ームページを作成

し、区内外からの誘客を図つた。

光振興課 298-299

「うたつ
どって ,

生涯学び続けるこ
参加者及び鑑賞者

と し さを伝 ンと 文化活動
て 'お
みて」
らしを

の裾野を広 げ る と を 的

5 牧文化協会 74 1 に、牧文化協会主催による「夢まつりJを牧コ

ミュ‐ティプラザ、牧体育館において7月 8日 、9

日に開催した。

社会教育課 358-359
楽 しし

6

宮日古墳公園・

遊歩道維持管理
事業

市
(提案団体 :宮
日古墳花の会)

385

宮日古墳公園の花壇での花植えを中心に美化活
動を実施したことにより、高齢者の憩いの場や
若者家族のあそびの場としての利用が高まっ

た。

文化行政課 376-377

7
郷土芸能伝承

牧文化協会 243 242 1

往時の様子をうかがえるDVDの 作成を通 し

て、古くから伝えられてきた郷土芸能 (盆踊 り
の古代詞、ヨイヤナ等)を 次世代へ継承するこ

とで地域への愛着を高めるほか、伝承活動 と合

わせ、記録保存活動に取 り組んだ。

文化行政課 376-377

計 7件 2,734   2,374 360

1
黒川黒岩ふれあ
い事業

918

地域住民と出身者 との交流促進、相互が一体と

なり地域を支え守ろうとする地域コミュニティ
の醸成を図るため、4月 からH月 にかけて旧黒)十 1

小学校跡地の草刈 りとグラウン ド沿いのフラ

ワーロー ドの整備、8月 12日 に黒川黒岩ふれあい

まつ り、10月 8日 に米山古道の散策 と遺跡めぐり

を実施 し、地域活性化の足掛か りとなつた。

16ピ ース 2,184 1,266 地域政策課 162-163

柿崎区
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区名 事 業 名 実施主体
総事業責

(① )

(千 円)

決算額
(② )

(千 円)

自己負担額
(録②)

(千 円)

実施内容 担当課
決算喜
(ペ ージ)

2

柿崎時代夏まつ

り「下黒川地区
反まつ りJ事業

柿崎時代夏まつ

り「下黒川地区
夏まつ りJ実行

1,446 1, 180

地域の一体感や郷土愛を醸成するため、5月 16日

に郷上の伝統芸能 「十二夜」の伝承に向けた講

習会を開催 し、8月 20日 に下黒)十 1地 区夏まつ り、
9月 24日 にふるさとウォーキング、3月 2日 に河川

美化作業等年間を通 じた活動に取 り組み、若者

や子 どもたちへ伝統文化を継承するとともに、
ふるさとを愛する心の育成に寄与 した。

地域政策課 162-163

員会

かきざき湖人重
桜広場の人重桜
の植樹事業

ガンバ米山 398 101

地域住民の交流促進と地域の賑わいを創出する
とともに、市民の大切な水瓶である柿崎川ダム
の良好な水源環境を維持するため、6月 から11月

にかけて、かきざき湖人重桜広場における人重
桜の手入れ、草刈りを行い、■月3日 に30本の人

重桜を植樹した。また、4月 29日 には観桜会を開
催し、地域住民の交流を深めることができた。

川海岸砂 316-3173 防課

4
第6回 手 しご

と 。手づくり柿
崎 。上越作品展

手 しごと・手づ

くり柿崎・上越
作品展実行委員
会

551 440 111

柿崎区にある浄善寺本堂を会場として、9月 15日

から9月 17日 の3日 間、作品展を開催した。作品
展会場には出展者20人 の作品を展示し、900人以
上に鑑賞していただき、ものづくり文化の伝承
と世代間交流の促進を図ることができた。今
回、新たに体験コーナーを設け、9月 16日 に
「ポーセラーツJ、 9月 17日 に「苔玉づくり」を

来場者に体験していただいた。

社会教育課 358-359

計 4件    4,680 3,370  1,310

大潟区
の きる し 、

日の拡大を図るため、犀潟駅前の看板の と

所旧跡の新たな標識看板を設置し、地元住民

1
大潟区散策ルー まちづくり大

1,215 1, 7

だけでなく他地区や市外の人々に犀潟の歴史を

再認識 してもらうことができた。さらに、大潟

区内で2番 目の散策ルー トを作成 し、観光資源と

して活用され、人口交流が増えた。大潟コミュ
ニティプラザや市の公共施設に散策ルー トマッ

294-295
卜作成事業 潟、市

し配布し、その存在を広く知らせるこ
ル ー が ―

民

2
鵜の浜温泉色彩
音楽花火事業

鵜の浜温泉観光
組合

5,512 3,774 1,738
ため、鵜の浜温泉の名物である 「色彩音楽花

火」を中心としたイベン トを実施 し、宿泊施設
の宿泊者数の増、地域住民との関係の強化に寄

観光振興課 294-295

計 2件 6,727   4,982      1,745

ット″ミーク

くびき花の会 241 239 2

により、「住みたい、訪れたい」まち頸城区の

実現に向け地域の一体感の醸成と景観の向上を
図るため、6月 から7月 にかけて頸城線歩道内の

植樹帯8mの間に顕城区推奨の花をモデル的に植

都市整備課 148-149

2

坂日記念館の特
色を活かした講
座事業

特定非営利活動
法人 くびき来
夢ネット

37 22 15

坂日記念館を活用 し、 十住みたい、訪れたいJ

まち頸城区の実現に向け地域住民の郷土愛を育

むため、坂回謹一郎博士を顕彰する事業 とし

て、2月 2日 に「さかきん発酵鍋づくり」、3月 16

日1こ
「塩麹づくり体験Jを開催 し、計26人の参

カロが滞ぅったハ

文化振興課 154-155

3
花の苗 里親育
成事業

市
(提案団体 :特

定非営利活動法
人 くびき来夢
ネット)

323 323

季節の花が咲く通学路、ポケットパークの整備
により、「住みたい、訪れたいJま ち頸城区の

実現に向け地域の一体感の醸成と景観の向上を
図るため、坂日記念館を拠点に挿し木講座を6月

22日 、7月 2日 、10月 1日 、10月 7日 に開催し、計
61人の参加があつた。また、頸城区推奨の花の

挿し木を育て、11月 3日 のくびき文化祭において

無料配布を実施した。

文化振興課 154-155

4

外国人居住者を

含めた南川地区
大規模防災訓練
と交流会事業

南川振興会 46 32 14

「住みたい、訪れたい」まち頸城区の実現に向

け、地域防災力の向上と地域住民と外国人市民
の相互理解を図るため、2年に1度 実施 している

大規模な防災訓練に外国人市民を雇用 している

企業からの参加を得て、南川地区大規模防災訓

練 と交流会事業を10月 15日 に開催 し、500人 の参

加があつた。

多文化共生
課

158-159

5

外国人居住者が

参加するフアー
マーズマーケッ
ト事業

南川振興会、特
定非営利活動法
人 頸城区観光
協会

1,628 1,400 228

「住みたい、訪れたいJま ち頸城区の実現に向

け、地域住民と外国人市民の相互理解を図るた

め、外国人市民も参加するフアーマーズマー

ケットを7月 8日 、9日 に開催 し、2,000人 の参加

があり、国際交流の場を設け、地域住民、行政

や関連企業と連携を図る機会を設けた。

多文化共生
課

158-159

頸城区
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区名 事 業 名 実施主体
総事業賢

(① )

(千 円)

決算額
(② )

(千円)

自己負担額
(①―②)

(千 円)

実施内容 担当課
決算書
(ペ ージ)

ふるさとの宝を

特定非営利活動
法人 くびきの

お宝のこす会、
市
(提案団体 :特

定非営不l活動法
人 くびきのお
宝のこす会)

「住みたい、訪れたいJま ち頸城区の実現に向

け交流人口の増加を図るため、旧頸城鉄道の車

両を動態保存 し、5月 から11月 にかけてくびき野
レールパークー般公開などを行 うとともに、団

体からの要請に応 じて随時公開を行つた。ま

た、レールパーク開設15周年記念事業として記

念式典、シンポジウム、写真展を11月 H日 に開

催 し、計2,661人 の参加があった。

6
保存 し、後世に

1 1,144 14 地域政策課 162-163
歴史的意義を伝
える事業

7

大池のキャンプ

場を活かし、遊
歩道から山城巡
回を楽 しむ事業

953 953 0

大池・小池をいかした観光振興策の実施によ

り、 「住みたい、訪れたい」まち頸城区の実現
に向け交流人 日の拡大を図るため、大池キャン

プ場利用者をターグットに大池側からの登山道
の整備を6月 4日 、7月 2日 、8月 6日 に実施 し、狼

煙台の眺望を案内する看板の設置及び、腐食 し

た木製の格子の交換を行つた。あわせて、8月 19

日に謙信公祭の狼煙上げに参加 し、公民館事業
「頸北カレッジ 歴史講座」を9月 15日 に開催 し

た。

観光振興課 294-295

大池の四季を感
じる散策ツアー

事業

(提案団体 :特

定非営利活動法
人 頸城区観光
協会、特定非営
利活動法人 く

424

大池・小池をいかした観光振興策の実施によ
り、「住みたい、訪れたい」まち頸城区の実現
に向け交流人日の拡大を図るため、四季を通じ
て身近な大池の自然を体験する散策ツアーを5 興課 294-295

6月 、7月 、 10月 、 11月 、3月 に開催 し、計72

びき里やま学
の参加があつた。また、遊歩道の樹木への名

を実施 した。

小池をいかした観光振興策の実施によ

大池いこいの森
施設運営事業

特定非営利活動
法人 頸城区観
光協会

5,330 3, 2,

り、 「住みたい、訪れたいJま ち頸城区の実現
に向け交流人口の増加を図るため、4月 からH
月、3月 中旬から下旬にかけてビジターセンター

を拠点にキャンプ場の維持管理を行 うととも

に、6月 からll月 の大池・小池環境整備、4月 、6

月、12月 にイベントを開催 し、計36人の参加が

あつた。

302ハψ305

計 9件   10,140 7,767  2,373

吉川区
出 でチェコ共和国

l
チェコ共和国と
の文化交流事業

夢をかなえる会 1,049 1,022 27

アニストやチェコフィルハーモニー楽団の演奏
家などが吉川小学校、中学校等で、講演や演奏
会を計画どおり行つた。児童生徒に、将来への

夢や希望を与え、地域への誇りを感じてもらう
ことができ、また、地域住民に、芸術性の高い

音楽・演奏に触れる機会を提供することができ

文化振興課 152-153

ア の駅よしか

2

吉川観光重点2

地区活性化推進
事業

吉川観光協会 2,296 2,288 8

氏の郷エ リアでのイベン トや PRを行 うことが

できた。尾神岳エ リアでの 「山の上ライブ」や
「尾神岳天岩戸伝説記念講演会J、 「尾神そば

早食い大会J、 道の駅よしかわ杜氏の郷での
「道の駅フェスティバル」といつたイベン トで

は、多くの人から来場いただくとともに、尾神

岳や道の駅を始めとする吉川区の観光資源の発

観光振興課 294ハψ295

3
長峰城址保存活 越後長峰城保存

1,159 1,116 43

計画どおり、立て札や説明看板を設置すること

による見学コースの整備や、植栽などによる魅
力向上を図ることができ、また、見学会の開催
により、地域の歴史への理解の深まりや、PR
を図ることができた。

化行政課 376-377
用事業

計 3件    4,504 4,426 78

小さな地域で始 一般社団法人

誰もが相互に人格や個性を尊重し支え合い、
人々の多様な在り方を認め合う地域の実現を図
るため、区内行事を記載した共生カレンダーを
小学校6年生と作成し配布するとともに、11月 25

日に共生ステージ「華響」、12月 2日 に共生フェ
スタを開催し、計580人 の来場があった。

多文化共生
l める共生のまち 中郷区さとまる 1, 1,013 147

課
140-141

づくり 学校

2

つなげるコミュ
ニティ区内巡回
ツアー運営事業

市
(提案団体 :中

郷区地域協議
会)

1,886 1,886

コミュニティづくり、生きがいづくり、子ども
の居場所づくりなどにつながる活動を促すとと

もに、将来的な乗合タクシーの利用増や利便性
の向上にもつなげるため、貸切タクシーを使つ

た区内巡国ツアーを計18回実証実験 として運行
し、延べ102人 の参加があつた。

地域政策課 162-163

3
第5回 二本木駅
鉄道まつ り

中郷商工会 3,360 3,200 160

郷土愛の醸成や地域の一体感の醸成を図るとと

もに、交流人日の増加に寄与するため、第5回 二

本木駅鉄道まつ りを駅前商店街、二本木駅構内

において9月 16日 に開催 し、800人の来場があつ

た。

地域政策課 162-163

中郷区
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区名 事 業 名 実施主体
総事業費

(① )

(千 円)

決算額
(② )

(千 円)

自己負担額
(①―② )

(千 円)

実施内容 担当課
決算書
(ページ)

中郷区高齢者い
きいき支援事業

中郷区老人クラ
ブ連合会

456

高齢者へ学びのきつかけづくりの場を提供する
ことにより、仲間づくりや健康づくり、生きが
いづくりを包合した住みやすい地域づくりを目
指すため、6月 から3月 にかけてクラフト体験、7

月6日 、9月 29日 にグラウンドゴルフ大会、3月 13

日、14日 にノルディンクウオ~キ ング体験、7月

13日 、14日 、3月 13日 、14日 に自立体力検定の4

つの取組を実施し、延べ548人の参加があつた。

高齢者支援 200-2014 1,242

「こ食J解消で
健康な身体づく
り事業

一般社団法人

孤食、子食、個食、固食、小食、濃食、粉食な
どの「こ食」に起因する栄養不足や肥満などの

生活習慣病のリスクを回避するため、市保健師
による「こ食」の講話と地域に伝わる料理を提
供する「さとまる食堂」に加え、学習時間や体
験メニュー等を取り入れた 「令和の寺子屋J、
「自然体験」を7月 26日 、8月 2日 、8月 9日 、8月

16日 、8月 23日 に実施し、スタッフを含む延べ

健康づくり

推進課
232^V2355 中郷区さとまる

学校
231 227

350人の参加があっ

市
(提案団体 :一

放置空き き家の増加を予防するた

6

放置空き家・危
険空き家の発生
予防

団法人 中 132 132

め、一般社国法人中郷区さとまる学校 (総合事
務所2階)に 、 1級空き家管理士及び空き家相談
士の専門家が相談にのる窓口を常設し、計22件

の相談があり、3月 9日 に空き家セミナーを開催

建築住宅課 324-327

区さとまる学

し 15人の参加があった。

フェス

ア ィバル実行委

7

ア

ト

― 卜でまちお
しプロジェク (提案団体 ,一 関係者のスケジュールが合わず、事業中止

中

郷区さとまる学

「縄文の郷 中
郷」の具現化

学校、市

「縄文の郷 中郷」の具現化 とPR、 地域の魅力

向上、次世代指導者の育成を図るため、補助事

業 として5月 から11月 にかけて竪穴式住居の復元

作業、先進地視察、縄文体験イベン トを実施

し、延べ81人 の参加があった。また、委託事業

として、6月 から2月 にかけて縄文について座

学、実技により学ぶ 「縄文講座Jを開催 し、延
べ140人 の参加があった。

文化行政課8 (提案団体 :縄
文学校)

473 401 72 376-377

9
団体結成20周 年 中郷ジュニアX

Cス キー育成会
167 116 51

クロスカントリースキーを通し郷土愛の育成や
地域の絆を深めてきた活動が20年の節目を迎え
たことから、これまで支えてくれた地域への感
謝の想いを共有し、今後の活動につなげるた
め、は一とぴあ中郷において11月 18日 に学校体
育の分野に精通した講師を迎え、講演会を開催
し、30人 の参加があつた。

スポーツ推
進課

382-383

計 8件    8,878 7,765  1,113

|ま

史跡文

しく板倉めぐりができるスタンプラリー形式の
マップを作成しスタンプラリーを開催した結
果、延べ約1,000人 が参加したほか、板倉ゆかり
の2人の偉人展 (増村朴齋展令和5年 9月 開催、中
村十作展令和6年3月 開催)を開催したことによ
り、交流人口の拡大と板倉区の魅力を発信する

l
を広め交流 いたくら文化研

613 39 化振興課 152-153
日の増加を狙 究会

う事業

ことが

2

地域に残る伝説
の紙芝居作成事
業

寺野玉手箱グ
ループ

169 168 1

地元小学校の子どもたちと協力して、板倉区関
田に残る「百体観音Jの伝説の紙芝居を作成
し、次世代を担う子どもたちの郷土愛の醸成を
図つたほか、令和6年 3月 に小学校や団体の集ま
りにて紙芝居の上演を3回行い、板倉区の歴史、
文化を広めていくことができた。

文化振興課 152-153

3

板倉区のゆる
キャラ「いたく
らけいと」PR
事業

特定非営利活動
法人 板倉まち
づくり振興会

307 306 1

板倉区のゆるキャラ「いたくらけいと」の住民
への認知度を更に高めるため、板倉まちづくり
振興会等が保有する車両ヘランピングや貸出用
マグネットを作成しPRに努めた。「いたくら
けいとJの キャラクターデザインは人気が高
く、地域の諸団体や企業から使用許可の依頼が

来ているなど、地域の愛すべきキヤラクターと
して定着してきている。

地域政策課 162-163

4
筒方地区活性化
事業

どうがた倶楽
喜い、
一般財団法人
ゑ しんの里観光
公社

552 377 175

蕎麦打ち職人育成講座を計11回 開催し、延べ102

人が参加したことから、蕎麦の食文化と知識の

伝承のほか、蕎麦打ちの技術の継承が図られ
た。フォトコンテストは応募数50点があり、旧

筒方小学校や板倉コミュニティプラザを会場に
写真展を2回 開催、延べ約600人が来場し、地域
の魅力をPRすることができた。

地域政策課 162-163

板倉区
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区名 事 業 名 実施主体
総事業費

(① )

(千 円)

決算額
(② )

(千円)

自己負担額
(①―② )

(千円)

実施内容 担当課
決算書
(ペ ージ)

5

ベース・キャン

プ in光ヶ原高
原事業

光ヶ原高原ファ
ン倶楽部

2, 2,030 427

6月 17日 から10月 23日 にかけて光ヶ原高原キヤン

プ場の運営を行 うとともに、8月 26日 に光ヶ原高

原センター周辺でのバギー乗車体験、連爪揚

げ、薪割火起こし体験、テン トサウナなどのイ
ベン トを開催 し、7月 から9月 にかけて光ヶ原高

原センター周辺での員観整備、ひまわ りなどを

作付けを行い誘客を図つた。

300-301

22 日′Jヽ ら5月7日 の期間でいたく
1万人の来場があつた

ら芝桜 ま つ り

を開催
り看板

し 約 開催 1こ あ た

や花壇柵の設 置 し の イゴりの 掲揚等
いたくら里山彩 みどりやすらぎ

グループ
6 938 888 地域の方と連携を図つたほか、SNS等で発信

を行い、成功につなげた。来場者が板倉区の他
のスポットに訪れるなど観光・経済の波及効果
もあり、地域活性化も図ることができた。

観光振興課 304-307

計 6件    5,075 4,382 693

清里区

1
坊ヶ池交流施設

一般社団法人
櫛池農業振興
会、市
(提案団体 :一

般社団法人 櫛
池農業振興会)

3,976 3,976 0

地域の活性化を図るため、ビュー京ヶ岳では、5

月から11月 の上日祝 日を中心に年間71日 間の営

業を行い、恒例の新そばまつ りを■月 12日 に開

催するとともに、関連イベン トである「ノバの

日 (11月 18日 、19日 )」 と合わせ約700人の入館

者があり、地域農産物の販売促進、交流人日の

拡大、中山間地域の活性化に寄与することがで

きた。また、平日では研修会場としての星のふ

るさと館の利用者約60人が昼食をビュー京ヶ岳
でとるなど、新たな客層の広がりがあつた。

地域政策課 162-163
運営管理事業

2
地域交流促進事 きよさと観光交

100 1

清里区の地域資源や歴史文化資源を活用した、
ふるさと史跡探訪ツアー3回 、ブナの森ハイク1

回を開催し、第1回ふるさと史跡探訪ツアーでは

募集定員を上回る参加があり、交流人口の拡大
と坊ヶ池周辺施設の活性化に寄与することがで

地域政策課 162-163
業 き また、当該団体も含む関係団体が地域活

した「坊ヶ池周辺散策マッ
プ」を公民館事業に提供するとともに、当該事

に協力するなど、市民交流活動を通 じ、住民
の向上と地域振興を図ることができた。

清里小学校6年生の児童が総合学習の取組とし
て、 (―社)櫛池農業振興会などの関係団体と
協力し、チラシの作成や出店者の募集など、5月

からH月 までの第3水曜日にコミュニティプラザ

3
こども朝市開催 一般社団法人

116 43
を会場に朝市を開催し、賑わいを創
ができた。また、出店者は最終的に

266-269
事業 池農業振興会 出すること

16事業者となり、児童が収穫した米も販売さ
れ、児童はお客の呼び込みや販売を手伝うな
ど、来店者や出店者、地域住民と交流すること
で 地元への愛着心の醸成 が っ

星のふるさと館を会場に、3月 13日 から15日 の3

日間、スターフェスティバル2023を 開催 し、帰

省者や旅行者を始め

人の来館者があり、
、市内を中心に期間中約660

地域の活性化や観光PRに
スターフェス

天文指導協力員
つながつた。また、探査衛星「はやぶさ」を実
際に運用した元JAXA職 員の天文講演会を始
め、プラネタリウム室内で星空や宇宙空間を投
影したままヴァイオツンを演奏するコンサー ト
を行つたほか、天文工作教室など、様々な催し
を設けることで幼児から大人まで、幅広い年齢

社会教育課4 ティ″ラレ2023事 635 619 16 360ハ▼361

業

層からの参加者 めることができた。

計 4件    4,932 4,768 164

1
三和ふれあい食 三和ふれあい食

堂運営委員会
480 240 240

食を通 じて地域の世代間交流を図るため、子ど

もから高齢者まで地域住民が気軽に集える「三

和ふれあい食堂Jを年5回 開催 し、スタッフを含
め延べ444人の参加があつた。
「三和ふれあい食堂」が地域コミュニティーの

場 となり、児童・生徒同士の交流はもとよリス

タンフとのかかわりも生まれたことから世代間

交流の促進にもつながつた。

こども家庭
センター

206-207
堂事業

区三 和
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区名 事 業 名 実施主体
総事業費

(① )

(千 円)

決算額
(② )

千円( )

自己負担額
(①―② )

(千 円)

実施内容 担当課
決算書
(ペ ージ)

オニバスを繁殖させる取組を進めるとともに
一体となって谷内池周辺の環境整備や維
を行つた。

内池の環境保
とオニバス再

内池ではオニバスの開鎖花が確認でき、人工

(プール)では多数の開花があり、種子採取

2
三和の自然と地

3,423 3,41
もできた。
オニバスの繁殖活動と環境整備を継続して行っ
ているため、多くの方に谷内池の魅力を伝える
ことができた。また、三和中学校の生徒等と活
動を一緒に行つたことにより、地域の宝である
谷内池とオニバスの存在を再発見してもらうこ

とができた。

環境政策課 248′ ヤヽ249
生プロジェク ト 域を育む会

事業

1こ てい る

3
谷内池周辺の遊

歩道整備事業
市 2 2,793

自然を楽しめるように、ベンチとテーブルを設
置して休憩場所を整備したほか、遊歩道を改修
し、誰もが安全に谷内池の自然を楽しめる環境

環境政策課 248-249

三和区が誇る桜 と食 を く発信するとと

4
さんわ桜の陣事 さんわ桜の陣実

1,081 806 275

もに、地域経済の好循環を生み出すため、区内
の事業者と区内外の住民が交流を深める「さん
わ桜の陣2023イ ベント」を開催した。区内外か
ら多くの方々に来場・参加いただき、交流人口
が拡大し、地域商工業の活性化につなげること
ができた。

産業政策課 290-291
業 員 会

5
灯火のイベン ト 三和の自然と地

365 365 0

「灯の回廊」事業に初参画し、関係団体と行政
との協働イベントとして、イルミネーションの

設置や灯篭などを製作した。
子どもたち等の参画により地域住民のつながり
を深めるとともに、区内外から多くの方々に来

振興課 294´ ウヽ295
事業 域を育む会

いただき、交流人日の拡大につながつた。

6

三和の子どもた

ちの健やかな成
長を支援する事

業

特定非営利活動
法人 さんわス

ポーツクラブ
900 838

中学校部活動への指導者派遣と体験会により小
中学生が様々なスポーンを体験する機会を提供
することができた。また、地域の子どもは地域
で育てるという機運を高めることができた。

スポーツ推
進課

382-383

計 6件    9,042 8,456 586

1
どもたちの平

市 50 50

大勢が犠牲となつた名立漁港機雷爆破事件を末
永く伝え、平和や戦争について考える機会の提
供を目的に、3月 10日 に講演会を実施し50人 の参
加があつた。広島平和記念館を訪問した中学生
による報告や市民団体の講演等を通し、命の尊
さや平和の大切さを地域全体で考えることがで
きた。また、2月 28日 から3月 9日 まで、名立・平
和を願う日パネル展を開催した。

多文化共生
課

126-127
推進事業

2

名立駅マイ・ス

テーション作戦
事業

名立駅マイ・ス

テーション作戦
実行委員会

181 180 1

名立駅の利用促進と地域活性化を図るため、名
立駅クリーン作戦と題 して8月 6日 と10月 15日 に

クリーン活動を実施した。また、10月 15日 に
「駅からウォーキングJを開催 し26人の参加が

あった。このほか、クリスマスイベン トや トキ

鉄開業9周年イベン ト、たよりの発行を行つたこ

とで、年間を通 して名立駅を活用 した地域活性

化を行 うことができた。

交通政策課 142-143

3
いきいきサロン
運営事業

名立区いきいき
サロン運営協議
会

708 338 370

高齢者の開じこもり防止や健康維持、介護予防

を目的に、名立区内8地 区で年間86回のサロンを

開催 し、延べ637人の利用があつた。また、名立

区全域を対象 とした「まちなかサロン」を立ち
上げ、年3回 開催 し延べ38人 の参加があり、高齢

者の居場所づくりや交流推進の環境整備を進め

ることができた。

高齢者支援
課

200-201

4

中山間地域再生

可能エネルギー

導入先行研究事
業

名立区再生可能
エネルギー研究
会

101 53 48

小水力発電や再生可能エネルギーの導入に向

け、 「中山間地域の振興を図る小水力発電Jを
テーマとした学習会を9月 7日 に開催 し、15人 の

参加があつた。また、12月 8日 は先進地視察とし

て13人 で富山県への視察を実施 したことで、小

水力発電を通 じた脱炭素社会づくりの推進を図

ることができた。

環境政策課 244-245

5
名立区農山村活
性化対策事業

市 109 109

地域活性化に賛同する農業者、農産加エグルー

プ、農業関係団体、区内事業者等が、行政と共

に名立区で作付面積が増加 している中山間地域

振興作物のそばを活用 した 「そばまつ りJを 11

月25日 、26日 の二日間開催 し、ろばた館の利用

促進 と地域の貝辰わい創出・魅力向上及び名立区

産そばの知名度向上につなげることができた。

農村振興課 264-265

名立区
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区名 事 業 名 実施主体
総事業費

((I))

(千 円)

決算額
(② )

千円( )

己負担額
(①―②)

(千 円)

実施内容 担当課
決算書
(ページ)

の醸成を図るため、市内最大
ある不動地区のブナ林を会場 とし

た「みずの森フェスティバル」を10月 22日 に開

6
水源保護地域の

森活用事業
輝く里不動の会 1

し、130人 の参加を得て、炭焼き体験やキノコ 農林水産整
備課

278-279
の駒打ち体験等を行
林業を生業としてき
究結果を学ぶ学習会

った。また、12月 3日 には農
た不動地区の変遷などの研
を開催 し、25人 が参加 し

た 。

7

雪を活かしたま

ちづくり推進事
業

く里不動の会 157 1

雪をいかした冬期間のまちづくりを進め、区内
の一体感の醸成や賑わいを創出するため、不動
地区を会場として2月 24日 に「不動ミニキャンド
ルロー ド」を開催し、500人の来場があつたほ
か、区内外から70人 のスタンフ及びボランティ
アが参加し、雪像の制作等を行ったことで、冬
の名立区の魅力を広く発信することができた。

294-295

うみてらす名立を起終点としたまちなか

立ウォーキン ふるさと名立の
くらしと文化伝
統を語り継ぐ会

よる交流人日の拡大を図るため、手書きイラス

トの「名立いいとこ巡リウォーキングマップ」
を3,000部作成し、地域の魅力を発信した。ま
た、「名立宿の魅力再発見」と題した講演会及
び古文書等の展示会を10月 22日 に開催し、35人

観光振興課 294′
‐Ψ2958 グツー リズム事 230 229 1

の参加を得ることができ

立 区の魅力を市内外へ発信するた
C前の景観整備、宇山を紹介す
、謙信公祭に合わせた狼煙上げ

め 、名 立谷

浜 I るチ フ シ の

特定非営利活動
法人 名立の
100年後を創造
する会

発行 写真 ン

立区の魅力を テスト及び展示会等、年間を通して事業を展開
した。写真コンテストには区内外から44点の応

募、また11月 18日 、19日 に開催した写真の展示

会では76人 の来場があり、名立区の魅力を広く

294-2959 し発信する 531 51 15

PRすることができた。

計 9件    2,332 1,895 437

総計  145件   104,11988,217  15,902
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令和5年度地域独自の予算事業 常任委員会別事業一覧表

※実施主体と提案団体が異なる場合は、 「実施主体」欄に括弧書きで提案団体名を記載 している。

※ 「自己負担額」欄には、補助事業における実施団体の自己負担額を記載 しており、市の直営事業の場合、「一Jを記載 している。

厚生常任委員会

常任委
員会名

事 業 名 実施主体 (① )

(千 円 )

(①―②)

(千 円 )

実施内容 地区名 担当課
決算書
(ページ)

(千 円 )

1
高齢者の安全な

暮らし支援事業
ひとふさの会 271 133 138

高齢者が孤独を感 じることなく、健康的に暮らせ

るよう、各町内会による見守 り活動等のほか、8

月からH月 にかけて交流会を毎月実施 し、高山缶者
の交流促進を図つた。さらに、弁当の配食サービ

スを毎月1回行い、配達時に声掛けを合わせて

行つたことで、高齢者が安心して暮らせる地域づ

くりを推進することができた。

高士区
高齢者支援
課

196-197

2

グー トボールに
よる高齢者の健

康増進と地域の

憩いの場づくり

事業

戸野目公園芝
ゲー トボール場
運営委員会

130 128 2

高齢者を始めとした住民の健康増進に役立てるた

め、4月 から12月 まで芝ゲー トボール場の環境づ

くりを行つた。また、10月 25日 には上越地域ゲー

トボール大会 (76人 参加)を開催するなど、交流

機会の創出とコミュニケーションの活性化に寄与

することができた。

津有区
高齢者支援
課

200-201

3
有田地区いきい

き支援事業
有田福祉の会 570 570 0

65歳 以上を対象とした体操講座等を行う高齢者サ
ロンを71回 、生後1か月から2歳頃の規子を対象と
した、絆づくりを促進する子育てサロンを18回、
未就学児の親子を対象とした、親子で楽しめる講
座等を5回実施し、高齢者の介護予防及び子育て

世代の居場所づくりを支援することができた。

有田区
高齢者支援
課

200-201

4
中郷区高齢者い

きいき支援事業
中郷区老人クラ
ブ連合会

1 242 786 456

高齢者へ学びのきつかけづくりの場を提供するこ

とにより、仲間づくりや健康づくり、生きがいづ

くりを包含 した住みやすい地域づくりを目指すた

め、6月 から3月 にかけてクラフト体験、7月 6日 、
9月 29日 にグラウンドゴルフ大会、3月 13日 、14日

にノルディックウォーキング体験、7月 13日 、14

日、3月 13日 、14日 に自立体力検定の4つの取組を

実施 し、延べ548人 の参加があつた。

中郷区
高齢者支援
課

200-201

5
いきいきサロン

運営事業

名立区いきいき
サロン運営協議
会

708 338 370

高齢者の閉じこもり防止や健康維持、介護予防を

目的に、名立区内8地区で年間86回 のサロンを開

催 し、延べ637人 の利用があつた。また、名立区

全域を対象 とした 「まちなかサロン」を立ち上

げ、年3回開催 し延べ38人 の参加があり、高齢者
の居場所づくりや交流推進の環境整備を進めるこ

とができた。

名立区
高齢者支援
課

2011-201

6

高齢者支援・交
流事業 (「 買い

物ツアー」の実
施)

三郷まちづくり
振興会

138 125 13

高齢者の買い物支援と相互交流を促進するため、
7月 から3月 にかけて、買い物ツアーを3回実施

し、延べ30人 が参加 した。頁い物ツアーを通じ

て、参加者の交流が深まるとともに、健康と福祉
の増進につなげることができた。

三郷区
高齢者支援
課

202-205

7
高士地区お買い

物ツアー事業
高士地区婦人会 109 89 20

閉じこもりがちで移動手段が限られる高齢者に対
し、買物支援と交流機会を創出するため、6月 か

ら3月 までに8回、買い物ツアーを実施 した。買い

物の補助及び自宅までの送迎等を行つたことによ

り、住民同士のコミュニケーションを活性化させ

ることができた。

高士区
高齢者支援
課

202-205

8

「こ食J解消で

健康な身体づく
り事業

一般社団法人
中郷区さとまる
学校

458 231 227

孤食、子食、個食、固食、小食、濃食、粉食など
の 「こ食」に起因する栄養不足や肥満などの生活

習慣病のリスクを回避するため、市保健師による
「こ食」の講話 と地域に伝わる料理を提供する
「さとまる食堂」に加え、学習時問や体験メ
ニュー等を取 り入れた「令和の寺子屋」、 「自然

体験Jを 7月 26日 、8月 2日 、8月 9日 、8月 16日 、8

月23日 に実施 し、スタンフを含む延べ350人 の参

加があった。

中郷区
健康づくり

推進課
232-235

こども・子育て部

1

地域であんしん

子どもへの暴カ
防止事業

CAP'じ よう
174 142 32

子どもたちが地域のつながりの中で安心して過ご

せる環境づくりを推進するため、5月 から2月 にか

けて市内幼稚園等において計10回のワークシヨッ
プを実施 したほか、相談カー ド4種類3,000枚、広

報誌500枚 を作成し小学校等で配布、また朝市等
でのPR活動を5月 から3月 にかけて計17回行い、

子どもの人権啓発を呼び掛けた。

高田区
こども家庭
センター

206-207
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常任委
員会名

事 業 名 実施主体
総事業費

(① )

(千 円 )

決算額
(② )

(千 円)

自己負担額
(C>② )

(千円 )

実施内容 地区名 担当課
決算書
(ページ)

2
三和ふれあい食 三和ふれあい食

堂運営委員会
240 240

食を通じて地域の世代間交流を図るため、子ども

から高齢者まで地域住民が気軽に集える「三和ふ

れあい食堂」を年5回開催 し、スタッフを含め延
べ444人の参加があつた。
「三和ふれあい食堂」が地域コミュニティーの場

となり、児童・生徒同士の交流はもとよリスタッ
フとのかかわりも生まれたことから世代間交流の

促進にもつながつた。

三和区
こども家庭
センター

206-207
堂事業

三世代雁木フェ
スティバル とふ

れあい事業

南三世代交流プ
ラザ運営協議会

687 1

世代問交流並びに南三世代交流プラザの利用促

進、地域住民の健康福祉を促進するため、8月 5日

及び12月 23日 に三世代交流のつどいを開催 したほ

か、9月 24日 には南本町3丁 目の雁木通 りを会場に

三世代雁木フェスティバルを開催 し、地域の小中
高田区

こども家庭 218-2193 ンター

、商店街等からの協力を得ながら地
の元気を発信することができた。

環境部
ギーの導入に向け、

中山問地域再生

可能エネルギー

導入先行研究事

名立区再生可能

「中山問地域の振興を図る小水力発電」をテーマ

とした学習会を9月 7日 に開催 し、15人の参加が

あった。また、12月 8日 は先進地視察として13人

で富山県への視察を実施 したことで、小水力発電

を通 じた脱炭素社会づくりの推進を図ることがで

きた。

区 環境政策課 244-245
1 ギー研究 101 48

業

2

正善寺ダム周辺
の紫陽花の維持

管理及び水質保
全と環境美化事
業

93 93 0

ダム公園としての景観保持と観光振興のため、6

月から10月 にかけて、正善寺ダム周辺と沿線の紫

陽花の維持管理、不法投案ごみの回収作業及び紫

陽花のライ トアップ等を実施し、延べ76人 が作業

に参加 した。これにより、市内外からの来訪者に

豊かな自然を感 じてもらうことができた。

生活環境課 244-245

3

内池の環境保
とオニバス再
プロジェク ト

三和の自然と地
3, 3,414

オニバスを繁殖させる取組を進めるとともに、地

域が一体となつて谷内池周辺の環境整備や維持管

理を行つた。
谷内池ではオニバスの閉鎖花が確認でき、人工池

(プール)では多数の開花があり、種子採取もで

きた。
オニバスの繁殖活動と環境整備を継続 して行つて

いるため、多くの方に谷内池の魅力を伝えること

ができた。また、三和中学校の生徒等と活動を一

緒に行つたことにより、地域の宝である谷内池と

オニバスの存在を再発見してもらうことができ

た。

三和区 248-249
育む会

4
内池周辺の遊

市 2,793 2,793

県自然環境保全地域に指定されている谷内池の自

然を楽しめるように、ベンチとテーブルを設置 し

て休憩場所を整備 したほか、遊歩道を改修 し、誰

もが安全に谷内池の自然を楽しめる環境を整え

た。

三和 区 環境政策課 248-249

計 15件   11,377 9,648  1,729

農林水産部

1
名立区農山村活
性化対策事業

市 109

地域活性化に賛同する農業者、農産加エグルー

プ、農業関係団体、区内事業者等が、行政と共に

名立区で作付面積が増加 している中山間地域振興

作物のそばを活用した「そばまつり」をH月 25

日、26日 の二日間開催 し、ろばた館の利用促進と

地域の賑わい創出・魅力向上及び名立区産そばの

知名度向上につなげることができた。

名立区 農村振興課 264-265

2
こども朝市開催
事業

一般社団法人
l節池農業振興会

1lG 73 43

清里小学校6年生の児童が総合学習の取組とし

て、 (―社)櫛池農業振興会などの関係団体と協

力し、チラシの作成や出店者の募集など、5月 か

らH月 までの第3水曜 日にコミュニティプラザ駐

車場車庫を会場に朝市を開催 し、賑わいを創出す

ることができた。また、出店者は最終的に16事業

者となり、児童が収穫 した米も販売され、児童は

お客の呼び込みや販売を手伝 うなど、来店者や出

店者、地域住民と交流することで、地元への愛着
心の醸成につながった。

清里区 農村振興課 266-269

3

やすづか 「小さ

な祭 り」開催事

業

特定非営利活動
法人 NPO雪
のふるさと安塚

681 640 41

各種体験教室やコンサー ト等の実施をとおして、

地域内外からの来訪者に各活動団体の活動内容を

知ってもらうため、9月 30日 から10月 9日 の間に雪

だるま物産館や雪中貯蔵施設 「ユキノハコ」、ジ
バーサイ ドロー ドなどの各会場でイベン トを開催
し、各活動団体の意欲向上と地域の魅力発信につ

ながった。

安塚区 農村振興課 268-271

4
「食」を通 じた

地域づくり事業
高新会 18 9 9

地域で収穫 される食材を学び、地域全体の食文化
をレベルアップさせるため、3月 に学習会を開催
した。同じ食材を様々な調理方法で料理する技術

を学ぶとともに、地域へ周知したことにより、地

域全体で 「食Jの楽 しさを共有するとともに、地

産地消の促進に寄与することができた。

高士区 農政課 272-273

農政建設常任委員会
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常任委
員会名

事 業 名 実施主体
総事業費

(① )

(千 円 )

決算額
(② )

(千 円)

自己負担額
(①卜②)

(千 円 )

実施内容 地区名 担当課
決算善
(ページ)

5
水源保護地域の

森活用事業
輝 く里不動の会 264 263 1

地域の誇 り、愛着の醸成を図るため、市内最大級
の水源地である不動地区のブナ林を会場とした
「みずの森フェステイバル」を10月 22日 に開催
し、130人 の参加を得て、炭焼き体験やキノコの

駒打ち体験等を行つた。また、12月 3日 には農林

業を生業としてきた不動地区の変遷などの研究結

果を学ぶ学習会を開催 し、25人 が参加した。

名立区
農林水産整

備課
278-279

6

キャンプ体験教
室 地域観光事

業

金谷地区振興協
議会

77 24

金谷区の観光資源である南葉高原キャンプ場の魅

力の発信と利用促進につなげるため、テン トの設

営、撤去、食事の煮炊きなどを学ぶキャンプ体験

教室を10月 14日 に開催 し、62人 が参加した。地域

外からの参加者もあり、また訪れたいとの声も聞

かれるなど、南葉高原キャンプ場の魅力を発信す

ることができた。

金谷区
農ルト水産整

備課
282-283

1

平山で花&夢
いつぱい咲かせ

よう運動事業

平山町内会環境
整備都

248 237 11

地域の幅広い世代の交流促進と景観美化を図るた

め、4月 から10月 にかけて、花の植栽や防草シー

ト貼 り、車刈 り等の花壇整備を計8回実施 し、延
べ135人 が作業に参加した。地域住民が一体と

なつて取り組んだ結果、これまで以上に規睦や融

和が深まるとともに、夏から秋まできれいな花々

で地域を彩ることができた。

金谷区 都市整備課 148-149

2

御館川 リバーサ
イ ド環境美化事
業

大豆町内会 141 114 27

春日山に隣接するエリアの景観の向上を目的に、
5月 から■月にかけて住民による花壇整備や観光

客をきれいな環境で迎え入れるためのクリーン活

動等を実施 した。春 日山城跡の八日となる地域の

環境美化につながつたほか、活動を通じて住民同
士の交流促進が図られた。

春 日区 都市整備ヨ課 148-149

3
三郷のバス停を

花で飾ろう事業

三郷花を楽しむ
87 86 1

地域住民の交流促進と景観美化を図るため、6月

から11月 にかけて、プランターの花植え作業を2

回実施 し、延べ23人 が参加 した。花植え作業を通

じて、地域住民の世代間交流の促進につながつ

た。

三郷 区 都市整備課 148-149

4

クリーンナップ

上越 in五智事

業

ひまわり會 510 6

地域住民の環境への関心を高め、環境美化を図る

ため、海岸線 (市道五智居多ケ浜シーサイ ドライ

ン線)で植栽及び清掃活動を行 うとともに、国府

小学校の児童の協力を得て作成したゴミ捨てマ

ナー啓発看板を植栽箇所に設置した。

直江津区 都市整備課 148-149

5
R350花壇整備
事業

350同 友会 213 213
国道350号沿線の花壇の植栽や草取りを行い、花

壇を美 しく整備することで、沿道を通行する地域

住民の憩いの場とすることができた。

有田区 都市整備課 148-149

6
保倉地区環境美

化事業

保倉まちづくり
振興会

346 345 1

保倉地域の環境美化や住民同士の交流を推進 し、

地域の活性化を図るため、保倉地区町内会、保倉

小学校、保倉保育園、保倉地区公民館等の花壇や

公園等に、5月 27日 、住民が花首4,520鉢を植栽し

管理を行つた。各町内等で水やり、草取りを行
い、花を通 して住民が交流 し、地域に憩いと交流
の場ができた。

保倉区 都市整備課 148-149

7
北諏訪を花で飾
る事業

北諏訪まちづく
り振興会

100 98 2

北諏訪区の環境美化、連帯感の醸成、まちづくり

に対する意識高揚を図るため、スイセンの球根を

各町内や小学校、保育園等へ配布し、住民が協力

して植栽することにより、コミュニティの国結・

融和を促進するとともに、地域の環境美化に貢献

した。

北諏訪区 都市整備課 148-149

8
頸城線植栽モデ
ル事業

くびき花の会 241 239 2

季節の花が咲く通学路、ポケットパークの整備に
より、「住みたい、訪れたい」まち頸城区の実現
に向け地域の一体感の醸成と景観の向上を図るた
め、6月 から7月 にかけて顕城線歩道内の植樹帯8

mの間に頸城区推奨の花をモデル的に植栽し、管
理を行つた。

頸城区 都市整備課 148-149

9
青田川桜木整備
と環境啓発事業

青田川を愛する
921 736 185

地域の宝である青田川の保存と景観づくりを通 じ

て市民の河川愛護意識の高揚を図るため、青田川
の桜並木の維持管理として枝払い、施肥等を行っ

たほか、環境探全啓発ポスターを作成 し流域19町

内会等に配布、8月 19日 には 「青田川灯 りの夕
べ」を開催 し、堤防に1,000個 の灯りを並べるな

ど青田川を舞台に夏の思い出づくりに取り組ん

だ。

高田区
河川海岸砂

防課
316-317

10

かきざき湖人重
桜広場の人重桜
の植樹事業

ガ ンバ 米 山 499 398 101

地域住民の交流促進と地域の賑わいを創出すると

ともに、市民の大切な水瓶である柿崎川ダムの良

好な水源環境を維持するため、6月 から11月 にか

けて、かきざき湖ノ(重桜広場における人重桜の手

入れ、草刈 りを行い、H月 3日 に30本の人重桜を

植樹 した。また、4月 29日 には観桜会を開催 し、

地域住民の交流を深めることができた。

柿崎区
河川海岸砂

防課
316‐ 3́17

11

工智公園の整

備、有効活用事

業

五智公園を育て
る会

226 225 1

工智公園の価値や魅力を一層高めていくことを目

的に、公園の植生の改善及び希少植物の保護、紹

介パネルの展示、リーフレントの配布等を行 うこ

とで、工智公園の魅力を周知することができた。

直江津区 都市整備課 320-323
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の町並み、文化を活用したまちづくりの推

雁木の保全・再生や景観づくり等を図るた

12

雁木の景観保全

と住民交流推進
南本町三丁目ま
ちづくり協議会

476 440

め、8月 9日 に雁木フォーラムとして議演会を開催

したほか、7月 24日 の雁木住民交流会では、おま 高田区 322-323

つ り 戸を利用した影絵や木製行
し、夜の雁本の景観を楽しみな

が ら と理解を促進 した。

家の増加を予防するため、

き家・危
家の発生

(提案団体
中郷区さとまる学校 (総合事務所2

13 き 中
学

132 132
階)に 、 1級空き家管理士及
門家が相談にのる窓日を常設

び空き家相談士の専
し、計22件 の相談が 中郷区 建築住宅課 324～ 327

区 さとま る あり、3月 9日 に空き家セミナーを開催し、15人の

参加があった。

計 19件   5,435 4,944   491

員会

1

「さくらの学
校」を地域で守
り支える事業

北諏訪地区学校
後援会

769 538 231

北諏訪小学校のシンボルである「桜Jに関する学

習会や、桜の手入れ、植樹を行 うとともに、11月

3日 に地域の方も参加 した講演会の開催を通じ、

地域コミュニティの核となる北諏訪小学校を守 り

支えていく意識の高揚を図つた。

北諏訪区 学校教育課 334-387

2

直江津東中学校
区小・中学生
キャリア教育支

援事業

直江津東地域学
園運営協議会

881 880

直江津東中学校区における小・中学生の自立や、

若手 リーダーの育成等を地域全体で支援するため

に、地域の企業や中学校の卒業生、地域住民の協

力を得て、小・中学生が地域の先輩等から学ぶ機

会を設けたほか、立志式等を実施することで、地

域の大人との関わりから多くのことを学ぶととも

に、地域に誇 りを持つ機会とすることができた。

有田区
保倉区
北諏訪区

学校教育課 338-339
3

4

5
すわつ子わくわ
く事業

すわつ子クラブ 577 566 11

子どもたちの健全育成や住民の郷土愛を醸成する
ため、学校の長期休業期間を始め、年間を通じ
て、二貫寺の森での野外活動や各種教室等を実施
した。子どもから大人まで延ぺ632人 の参加があ
り、地域全体で子どもたちを見守り、育む意識を
共有することができた。

諏訪区 社会教育課 358-359

6

児童の地域お宝

発見・地域住民
ふれあい事業

上雲寺小学校最
寄会

152 151 1

児童の地域教育の成果を地域に周知するため、4

月から11月 まで写真の収集や原稿作成を行い、地

域連携カレンダーを作成 し、12月 に保護者及び町

内会へ配布 した。これにより、児童の地域への愛

着の形成 とともに、地域で子どもを育てる連帯感
の醸成につなげることができた。

津有区 社会教育課 358-359

7

第6回手しご

と ,手づくり柿

崎・上越作品展

手しごと・手づ

くり柿崎・上越
作品展実行委員
会

551 440 111

柿崎区にある浄善寺本堂を会場として、9月 15日

から9月 17日 の3日 間、作品展を開催 した。作品展

会場には出展者20人 の作品を展示し、900人以上

に鑑賞 していただき、ものづくり文化の伝承と世

代間交流の促進を図ることができた。今回、新た

に体験コーサーを設け、9月 16日 に「ポーセラー

ツJ、 9月 17日 イこ「苔玉づくり」を来場者に体験

していただいた。

柿崎区 社会教育課 358-359

8

「うたつて 'お
どって 。みて」
楽 しい暮らしを

応援事業

牧文化協会 74 73 1

生涯学び続けることの楽しさを伝え、文化活動参

加者及び鑑賞者の裾野を広げることを目的に、牧

文化協会主催による「夢まつりJを牧コミュニ

ティプラザ、牧体育館において7月 8日 、9日 に開
催 した。

牧 区 社会教育課 358-359

9

スターフェス

ティバル2023事

業

天文指導協力員 635 619 16

星のふるさと館を会場に、8月 13日 から15日 の3日

間、スターフェステイバル2023を 開催 し、帰省者

や旅行者を始め、市内を中心に期間中約660人 の

来館者があり、地域の活性化や観光PRにつな

がった。また、探査衛星 「はやぶさ」を実際に運

用 した元 J A XAttlそ 員の天文講演会を始め、プラ

ネタリウム室内で星空や宇宙空間を投影 したまま

ヴァイオリンを演奏するコンサー トを行つたほ

か、天文工作教室など、様々な催 しを設けること

で幼児から大人まで、幅広い年齢層からの参加者

を集めることができた。

清里区 社会教育課 3611-361

10

アー トでまちお
こしプロジェク

ト

生涯字習フエス

ティバル実行委
員会
(提案団体 :一

般社団法人 中
郷区さとまる学
校)

関係者のスケジュールが合わず、事業中止 中郷区 社会教育課

11

第40回 上越美術
協会展及び会場
における “音楽

会"と “まちな
か美術館"事業

上越美術協会 254 90 164

上越地域の美術文化の振興を図るとともに、高田

市街地の活性化に寄与するため、8月 17日 から20

日にミュゼ雪小町を会場に「第40回 上越美術協会

展J及び同会場内で音楽会を開催 し、会期後9月 1

日から30日 には 「まちなか美術館」として本町商

店街店舗に希望の作品を貸 し出し、地域美術の振

興並びに本町通りに賑わいをもたらすことができ

た。

高田区
小林古径記
念美術館

372-373

文教経済常任委員会
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12

戸張幸男作品展
並びに作品集事
業

六人の会 610 603 7

高田区ゆかりの芸術家にスポントを当て、地域の

芸術、高田寺町の歴史文化に触れる機会をつく

り、文化振興、観光に資するため、金谷山のレル

ヒ像を制作 した彫刻家の戸張幸男をクローズアッ
プし、H月 23日 から25日 に寺町3丁 目の大厳寺に

おいて作品展を開催したはか、同氏の彫刻作品集

を制作 し市立図書館等に配布 した。

高田区
小林古径記
念美術館

372‐ 373

13

文化と文化施設
を使つた交流促
進事業

ミュージアム
ファンクラブ

220 186 34

文化と文化施設の活用により住民の交流促進を図

り、高田区のミュージアムが更に多くの住民から

親 しまれ、住み続けたいまちづくりに寄与するた

め、小林古径記念美術館を会場に7月 29日 、同美

術館の雁木のライ トアップと各種文化体験等を

行つたほか、8月 5日 に同美術館のイベン トと連携
して縁 日を開催 し、文化施設に親しむきつかけを

提供 した。

高田区
小林古径記
念美術館

372-373

14

地域の名所巡 り
と次世代啓発事

業

南本町小学校区
まちづくり協議
会

556 530 26

地域の歴史、名所等を次世代へ伝承し、地域観光
の推進、歴史保存や地域愛護の市民意識高揚を図

るため、南本町小学校区内の旧跡や名所15か所を

紹介するパンフレット3,000枚及び紹介動画を作

成し、校区内の9町内会等に配布したほか、10月

28日 に名所めぐりを実施し、地域住民の理解の促

進するとともに、散策コースとして広く発信 し

た。

高田区 文化行政課 376-377

15

見る 。知る 。伝
える「甦れ高田

城」郷土史家
植本宏氏と巡る

城下町高田の紹
介発信事業

高田城復元ネッ
トワーク

2,032 1,930 102

高田城の素晴らしさを市民が再認識し、高田城や
高田城址公園が更に多くの人から愛されること等
を目的に、城下町高田の旧町名ガイドプックを制
作し、郷土歴史家の案内による現地見学会を10月

から■月にかけて4回開催したほか、その動画記
録を制作し、2月 23日 に完成発表会及び郷土歴史
家による講演会を開催した。

高田区 文化行政課 376～ 377

16
松平忠輝公 と五

郎人姫の会事業
松平忠輝公と工

郎人姫の会
45 44 1

歴史・文化の保全に役立たせるとともに、城下町

高田の魅力を高め、賑わいと元気が出るまちづく

りに寄与するため、居多神社 (6月 2日 )並びに工

智国分寺 (10月 13日 )で現地学習会を開催 したほ

か、8月 と1月 に松平忠輝公と五郎人姫ゆかりの地

を紹介するパネル展を開催 し、城下町高田の魅力

を発信 した。

高田区 文化行政課 376-377

17

三郷地区の歴

史・史跡を研究

する事業

三郷地区の歴
史・史跡を研究
する会

212 212

地域住民の歴史・史跡に関する意識の高揚を図

り、歴史資源をいかした地域づくりにつなげるた

め、越後国分寺推定地と伝えられる場所の地中探

査、ジオラマ制作等を実施 し、延べ165人が参加

した。活動を通 じて、地域住民の連携が深まると

ともに、地域への愛着を高めることができた。

三郷区 文化行政課 376-377

18

郷土芸能無形文

化財 「春駒」の

伝承事業

三郷まちづくり
振興会

806 796 10

三郷区の郷上芸能無形文化財 「春駒Jを伝承する

ため、教材用の音楽CD作成や民謡屈輛り教室等を

開催 した。5回開催 した民語踊 り教室は、小学生

から高齢者まで幅広い世代の参加があり、 「春

駒」の伝承活動を推進することができた。

三郷区 文化行政課 376-377

19

今泉城跡の大ケ
ヤキ保護活用事

業

上tヒ妙高駅と共
に歩む会

298 297 1

地域の宝である今泉城跡の大ケヤキを保護・活用
し、地域住民の意識高揚、誇 りや一体感の醸成を

図るとともに、賑わいや交流の促進に寄与するた

め、5月 から■月にかけて大和神社境内の木陰に

鑑賞・休憩施設並びに大ケヤキの周辺12か所にの

ばり族を設置 し、併せて5月 28日 及び8月 27日 に清

掃・美化活動を行つた。

和田区 文化行攻課 376-377

20
地域の宝 稲谷
【だんとうの大

杉】保存事業

稲谷 【だんとう
の大杉】保存会

860 760 100

歴史継承の大切さを学ぶとともに住民間の交流を
図るため、10月 7日 にだんとうの大杉の落枝防
止・剪定枝処理作業を住民が行つた。さらに、2

月25日 には作業の報告及び今後の予定を踏まえた

勉強会を開催し、憩いの場づくり通じて地域の助
け合いの精神を育むことができた。

高士区 文化行政課 376-377

21
青野 「剣の舞」
復活事業

青野芸能保存会 73 72 1

青野地区の郷土芸能 「剣の舞」を復活・伝承し、

地域住民の親睦と地域活性化を図るため、講話や

練習風景等の記録及び地域の子どもたちへの指導

など伝承・保存活動を行つた。9月 から12月 は週

に1回保倉小学校児童へ舞を指導したことで、児

童は10月 21日 、12月 20日 発表会の場で披露できる

まで舞を習得 し、将来の後継者の育成に寄与し

た。

保倉区 文化行政課 376-377

22
城ケ峰砦・長浜
砦の景観保全事

業

谷浜地域づくり

協議会
1,279 1 275 4

谷浜地域の歴史遺産、観光資源として城ヶ峰砦・

長浜砦を継承 ,PRするため、5月 から10月 にか

けて地域のボランティアを募りながら、両砦周辺

の散策道整備や案内看板の設置、車刈り等を行っ

た。カタクリ見学会 (4月 8日 )、 狼煙上げ (8月

20日 )に は地域住民から計51名 の参加があり、一

般の散策者数の増につながつた。

谷浜・桑取
区

文化行政課 376-377

86



常任委
員会名

事 業 名 実施主体
総事業費

(① )

(千 円 )
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(千 円)
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実施内容 地区名 担当課
決算春
(ページ)

23
里神楽伝承によ

る地域の元気創
造事業

桑谷里神楽伝承
583 543 40

地域の伝統芸能である桑谷地区の里神楽を継承す

るため、子ども里神楽練習会を6回、小学校の総

合学習での練習12回のほか、伝承用資料を作成し

た。9月 23日 「月満夜の里神楽」では250人 が来場

する中、大人の演者と同じ舞台で子どもが舞を披

露 し、地域への愛着と誇 りの醸成を図るとともに

地域を担 う人材の育成・確保につなげた。

谷浜・桑取
区

文化行政課 376-377

24
宮日古墳公園・

遊歩道維持管理

事業

市
(提案団体 :宮

日古墳花の会)

385 385
官日古墳公園の花壇での花植えを中心に美化活動
を実施したことにより、高齢者の憩いの場や若者
家族のあそびの場としての利用が高まつた。

牧 区 文化行政課 376-377

25
郷土芸能伝承
r呆存事業

牧文化協会 243 242 1

往時の様子をうかがえるDVDの 作成を通 して、

古くから伝えられてきた郷上芸能 (盆踊 りの古代

詞、ヨイヤナ等)を次世代へ継承することで地域
への愛着を高めるほか、伝承活動と合わせ、記録

保存活動に取り組んだ。

牧 区 文化行政課 376-377

26
長峰城址保存活
用事業

越後長峰城保存
1,159 1,116 43

計画どおり、立て札や説明看板を設置することに

よる見学コースの整備や、植栽などによる魅力向

上を図ることができ、また、見学会の開催によ

り、地域の歴史への理解の深まりや、PRを図る
ことができた。

吉川区 文化行政課 376-377

27
「縄文の郷 中

郷」の具現化

縄文学校、市
(提案団体 :縄

文学校 )

473 401 72

「縄文の郷 中郷」の具現化とPR、 地域の魅力

向上、次世代指導者の育成を図るため、補助事業

として5月 からH月 にかけて堅穴式住居の復元作

業、先進地視察、縄文体験イベン トを実施 し、延
べ81人 の参加があつた。また、委託事業として、
6月 から2月 にかけて縄文について座学、実技によ

り学ぶ 「縄文講座」を開催 し、延べ140人 の参加

があった。

中郷区 文化行政課 376-377

28
有田地区体育・
レクリエーシヨ
ン事業

有田地区体育・
レクリエーショ
ン協会

550 549

町内対抗で6月 18日 に親善輪投げ大会、7月 9日 に

ソフ トバ レーボール大会を実施するとともに、10

月8日 に有田地区を6ブ ロックに分けて競 う「有田

地区体育大会」の開催を通 じ、地域の活性化、親

睦、世代間の交流が図られた。

有田区
スポーツ推
進課

382-383

29
うらスポマラツ
ン大会開催事業

特定非営利活動
法人 うらがわ
らスポーツクラ
ブ

1,067 325 742

参カロランナー、スタンフ、沿道でのポランティア

など、関わる住民がそれぞれ体力づくりや地域カ
の向上を意識づける機会として、「うらスポマラ

ツン大会Jを開催 し、体力や精神を鍛え、仲間づ

くりの機会を与えることと、地域の教育力の資質

向上に寄与した。

浦)1原 区
スポーツ推
進課

382-383

30
団体結成20周 年

記念事業
中郷ジュニアX
Cス キー育成会

167 116 51

クロスカン トリースキーを通 し郷土愛の育成や地

域の絆を深めてきた活動が20年 の節目を迎えたこ

とから、これまで支えてくれた地域への感謝の想
いを共有し、今後の活動につなげるため、は―と

ぴあ中郷においてH月 18日 に学校体育の分野に精

通 した講師を迎え、講演会を開催し、30人 の参加

があつた。

中郷区
スポーツ推
進課

382-383

31

三和の子どもた

ちの健やかな成

長を支援する事

業

特定非営利活動
法人 さんわス

ポーツクラブ
900 62

中学校部活動への指導者派遣と体験会により小中

学生が様々なスポーツを体験する機会を提供する
ことができた。また、地域の子どもは地域で育て

るという機運を高めることができた。

三和 区
スポーツ推
進課

382-383

産業部

1
さんわ桜の陣事

業

さんわ桜の陣実
行委員会

1,081 806 275

三和区が誇る桜と食の魅力を広く発信するととも
に、地域経済の好循環を生み出すため、区内の事
業者と区内外の住民が交流を深める「さんわ桜の

陣2023イ ベント」を開催した。区内外から多くの

方々に来場 。参加いただき、交流人口が拡大し、
地域商工業の活性化につなげることができた。

三和区 産業政策課 290-291

2

交流と賑わいに

よる 「みなとま

ちづくりJ事業

直江津港周辺活
性化協議会

1,656 888 768

直江津港を拠点としたまちの活性化を図るため、

佐渡汽船ターミナルを会場に、寒ぶりの解体やあ

んこうの吊るし切 リショー、市内学生によるス

テージイベン ト等を行 う「寒ぶりまつり」を12月

10日 に実施 し、直江津港周辺のPRに努めること

ができた。

直江津区 産業立地課 318-319

文化観光部

1
風鈴街道 in雁
木2023事 業

越後高田・雁木
ねっとわ―く

43 36 7

雁木を歴史的文化遺産として市民に広く認識 して

もらい、歴史景観を後世に残 していくための機運
の醸成並びに観光振興に役立てるため、8月 1日 か

ら15日 にかけて区内28町 内において雁木の軒先ヘ

風鈴を飾るとともに、8月 13日 から16日 の夜間に

は行灯の掲出、8月 1日 から31日 はお休み処を2か

所閉設 した。

高田小町界隈の歴史資源を活用して街なか散策の

促進を図るとともに、交流人日の増に寄与するた

め、高田小町界隈の歴史資源を活用して高田世界

館 と高田小町界隈の散策ガイ ドを制作し、高田世

界館や高田小町などの施設に配置したほか、新潟

県観光商談会等において旅行会社に配布 し、高田
の雁木通 りと高田世界館の組合せを旅行会社にP
Rし、旅行企画の立案につなげた。

高田区 文化振興課

文化振興課

152-153

152-1532

高田世界館 と高
田小町界隈散策
ガイ ド制作とP
R事業

特定非営利活動
法人 街なか映
画館再生委員会

605 396 209 高田区
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3

地域資源を活か
した高田まちづ

くり事業

特定非営利活動
法人 街なみ F 645 515 130

雁木町家の景観や歴史文化の保全を推進するとと

もに、交流人口の増加に寄与するため、雁木通 り

に面した窓や室外機5か所に格子を取り付けたほ

か、 「街なみ生活景観保全の啓発事業Jと して地

元での祭などで景観保全のPRや地域住民も参加

して干 し柿、切 り干し大根づくりを行つた。

高田区 文化振興課 152-153

4

北部地域の文
化・貝辰わいを創
出する事業

高田区北部振興
627 497 130

芸術や文化を通じた市民の情緒の向上に寄与し、

高田区北部地域の活性化や地域づくりを図るた

め、■月3日 から30日 にかけて陀羅尼人幡宮にお

いて 「紅葉まつり」を開催 し、紅案のライ トアッ

プによる景観を創出するとともに、地域の演奏家

による野外演奏会を開催 し、大勢の来場者に景観

と音楽を楽 しんでもらうことができた。

高田区 文化振興課 152-153

5
お馬出しプロ

ジェク ト事業
お馬出しプロ

ジェク ト
334 264 70

城下町高田に残る歴史ある地名や行事等を大切に

し、次世代に伝えまちの活性化につなげるため、

地域の有識者を招いた講演会を9月 、12月 、3月 の

3回開催 し、高田区の歴史や文化等の知見並びに

参加者同士の交流を深める機会とするとともに、
2月 3日 本町商店街を会場にふるさとの唄コンサー

ト等を実施 し、賑わいの創出に貢献した。

高田区 文化振興課 152-153

6

「第2回にいが

た水墨画フェス

ティバルの開

催」事業

上越水墨画フェ
スティバル実行
委員会

866 605 261

水墨画を通 じた文化の振興を図るとともに、高田

区のにぎわいに寄与するため、3月 21日 から26日

にミュゼ雪小町を会場に県内の水墨画愛好家等の

出展による「第2回にいがた水墨画フェステイバ

ルJを開催 し、県内からの観光客の誘客を図つ

た。

高田区 文化振興課 152-153

7
高田曹女の文化
の発信事業

特定非営利活動
法人 高田蓄女
の文化を保存・

発信する会

149 118 31

まちの誇 りを醸成するとともに、高田区の交流人

口の増加に寄与するため、5月 13日 に誓女の守 り

本尊である弁財天に畜女唄を奉納する妙音講と曹

女唄演奏会を開催 したほか、2月 3日 に高田蓄女の

門付け再現と替女唄演奏会を行い、市内外からの

大勢の来場者に高田著女の文化を広く発信するこ

とができた。

高田区 文化振興課 152-153

8
芳澤謙吉翁顕彰
事業

芳澤謙吉翁顕彰
421 418 3

地元出身の外交官、芳澤謙吉への関心と理解を深

めるため、7月 22日 にナ澤記念館で茶会、諏訪地

区公民館で講演会を開催 し、延べ90人が参加 した

ほか、研修会の開催や講演記録集の作成・配布等

を行つた。

諏訪区 文化振興課 152-153

9
前島密翁献碑祭
101周年事業

前島密翁献碑祭
実行委員会

772 714 58

前島密翁の偉業を称え、住民の郷土愛を醸成する
ため、7月 1日 に前島記念館において、第101回前
島密翁献碑祭と直木賞作家の門井慶喜氏による講
演会を開催した。献碑祭の知名度の向上はもとよ
り、前島記念館の来館者の増加にも寄与すること
ができた。

津有区 文化振興課 152-153

10
第14回浦川原和
大鼓祭

特定非営利活動
法人 保倉川太
鼓

84C 690 150

日本古来の 「和太鼓」を通じ、日本の伝統文化と

和の心を浦川原区から発信することで、 「人と地

域が元気なまちJにするため 「第14回浦川原和太

鼓祭」を開催 し、和太鼓文化の伝承・継承に寄与
したハ

浦)|1原 区 文化振興課 152-153

11
川上山里の風コ

ンサー ト事業
川上地区協議会 692 413 279

地域の宝物として維持管理 している「川上会館 J

(旧 川上小学校木造体育館、国登録有形文化財 )

を活用 し「川上山里の風コンサー トJを 10月 7日

に開催 したことで、地域の活力維持と郷上愛を育

むことができた。また、来場者へ山問地の現状と

魅力を発信 し交流人日増加へつなげることができ
ナ‐̂

牧 区 文化振興課 152-153

12
チェコ共和国と
の文化交流事業

夢をかなえる会 1,049 1,022 27

吉川区出身でチェコ共和国を拠点に活躍するピア
ニス トやチェコフィルハーモニー楽国の演奏家な

どが吉川小学校、中学校等で、講演や演奏会を計

画どおり行つた。児童生徒に、将来への夢や希望

を与え、地域への誇 りを感 じてもらうことがで

き、また、地域住民に、芸術性の高い音楽・演奏

に触れる機会を提供することができた。

吉川区 文化振興課 152-153

13

板倉区の史跡文

化財を広め交流
人日の増加を狙
う事業

いたくら文化研
究会

613 39

板倉区内の歴史文化、偉人のほか商店など、楽し

く板倉めぐりができるスタンプラリー形式のマッ

プを作成 しスタンプラリーを開催 した結果、延べ

約1,000人が参加 したほか、板倉ゆかりの2人の偉

人展 (増村朴齋展令和5年 9月 開催、中村十作展令

和6年3月 開催)を開催 したことにより、交流人口

の拡大と板倉区の魅力を発信することができた。

板倉区 文化振興課 152-153

14

地域に残る伝説
の紙芝居作成事

業

寺野玉手箱グ
ループ

169 168 1

地元小学校の子どもたちと協力して、板倉区関田

に残る 「百体観音Jの伝説の紙芝居を作成 し、次

世代を担 う子どもたちの郷土愛の醸成を図つたほ

か、令和6年3月 に小学校や団体の集まりにて紙芝

居の上演を3回行い、板倉区の歴史、文化を広め

ていくことができた。

板倉区 文化振興課 152-153

15

坂口記念館の特
色を活かした講
座事業

特定非営利活動
法人 くびき来
夢ネット

37 22 15

坂口記念館を活用し、 「住みたい、訪れたい」ま

ち頸城区の実現に向け地域住民の郷上愛を育むた

め、坂口謹一郎博士を頭彰する事業として、2月 2

日1こ 「さかきん発酵鍋づくりJ、 3月 16日 に 「塩

麹づくり体験」を開催 し、計26人の参加があっ

た。

顕城区 文化振興課 154-155
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16
花の苗
成事業

里親育

市
(提案団体 :特

定非営利活動法
人 くびき来夢
ネット)

323 323

季節の花が咲く通学路、ポケットパークの整備に

より、 「住みたい、訪れたい」まち頸城区の実現

に向け地域の一体感の醸成と景観の向上を図るた

め、坂口記念館を拠点に挿し木講座を6月 22日 、7

月2日 、10月 1日 、10月 7日 に開催 し、計61人 の参

加があつた。また、顕城区推奨の花の挿 し木を育

て、H月 3日 のくびき文化祭において無料配布を

実施 した。

頸城区 文化振興課 154-155

17

上越妙高駅見辰わ
いづくり環境整

備事業

上越妙高〕瞬尺と共
に歩む会

484 483 1

上越妙高駅利用者に当地のおもてなしや義の心を

届けるとともに、主要イベン ト等にいざない、賑

わいと交流の推進を図るため、上越妙高駅の自由

通路等18か所に通年デザインののぼり旗3種類、

加えて観蓮会、観桜会の開催時にはPRののばり

旗を30か所に設置したほか、のぼり族の設置・撤

去時には、ゴミ拾い等美化活動を行つた。

和田区 観光振興課 294-295

18

「雪まつり

(キ ャンドルイ
ベン ト)」 開催
による地域交
流・地域活性化
事業

高士地区雪まつ

り実行委員会
2,424 2,389 35

地域の魅力を発信 し、知名度を上げるとともに、

住民の国結力を高めるため、2月 24日 に岩の原葡

萄園及び高士地区多目的研修センターにおいて
「高士雪まつ り」を開催 した。花火や蔵ツアー、

光の広場、高士マルシェによる「ふるまい」等を

行い、地域の活性化と魅力の向上を図ることがで

きた。

高士区 観光振興課 294-295

19
直江津写真フェ

ア事業
上越写真連盟 397 334 63

直江津の魅力を再発見・発信するため「撮つて発

見 直江津の拠志力」をテーマにした写真コンテス

トを開催するとともに、12月 2・ 3日 及び1月 27・

28日 に応募作品の展示を行い、直江津の魅力を発

見・発信するとともに、写真文化の広がりと深ま

りを増すことができた。

直江津区 観光振興課 294～ 295

20
谷浜・桑取区の

ガイ ドマップ作
成事業

谷浜地域づくり

協議会
381 380 1

谷浜・桑取区への来訪者を始め多くの方々に分か

りやすく地域の見どころをPRするため、ガイド
マップを増昂Jし 、地元8旅館・民宿を始め区内外
に配布した。また、ガイドマップに掲載されてい

る場所を巡る「ガイドマップ巡りJ(お宝さが
し)を 10月 7日 に実施し、区外からの参加を含め
た23人 へ地域を知る機会を提供し、地域の魅力P
Rに努めた。

谷浜・桑取
区

観光振興課 294-295

21
山のうえの雪ま
つり事業

山の
つり

うえの雪ま
実行委員会

2,500 950 1 550

地域住民が自らのアイデアと行動により安塚区の

中核的な拠点であるキューピットバレイスキー場

を活用することで交流人日の増加と地域の活性化

を図るため、安塚キャンドルロー ドの開催 と併
せ、2月 24日 に雪上花火や山のうえ トライアスロ

ン、雪像づくりなどを行い、交流人口の増加や地

域の活性化に寄与することができた。

安塚区 観光振興課 294-295

22
山のうえ真夏の

雪まつり事業
山のうえの雪ま
つり実行委員会

1,342 939 403

安塚における 「通年観光」の実現に資するため、
スキー場の関散期である真夏の3月 26日 に 「雪室

の雪」を活用 した、雪山の創出や真夏の雪合戦、

テン トサウナ体験などのイベン トを開催 し、交流

人日の増加に寄与することができた。

安塚区 観光振興課 294-295

23
うらがわら雪あ
かリフェスタ事

業

うらがわら雪あ
かリフェスタ実
行委員会

161 161 0

灯の回廊の一環として、「うらがわら雪あかり

フェスタ」を開催するとともに、その見どころや

茶屋など、来場者に楽しんでいただけるポイン ト

やシャ トルバスの運行ルー トを掲載した 「おでか

けマップJや誘導看板を作成し、誘客に寄与する

取組を行つた。

浦)1原 区 観光振興課 294-295

24

地域の宝を活か
した 「薬師 R
e:Proje
ct」 地域活性

化事業

細越平生会 962 960 2

5月 から10月 にかけて当地域の里山である「薬師

山道」の整備を行い、9月 3日 から9月 30日 に 「ブ

ナの森美術館」、3月 2日 に 「ユキノアカリ」を開

催し、イベン トを継続 して実施したことにより、

当地域の新たな価値・魅力を発信することができ

た。

大島区 観光振興課 294-295

25
地域活性化促進

事業 (ま き深山
のともしび)

牧区地区協議会
連絡会議

788 787 1

賑わいを創出するとともに地域の魅力を発信 し区

内外に交流の輪を広げるため、冬の一大イベン ト

である 「灯の回廊」を牧区全体の手作 リイベン ト
「まき深山のともしびJと して2月 17日 に開催 し

た。

牧 区 観光振興課 294-295

26
大潟区散策ルー

ト作成事業

まちづくり大
lタコ、市

1,215 1,208 7

地域の名所を紹介できる人材を育成 し、交流人口

の拡大を図るため、犀潟駅前の看板の更新と名所

1日 跡の新たな標識看板を設置し、地元住民だけで

なく他地区や市外の人々に犀潟の歴史を再認識 し

てもらうことができた。さらに、大潟区内で2番

目の散策ルー トを作成し、観光資源として活用さ

れ、人日交流が増えた。大潟コミュニティプラザ

や市の公共施設に散策ルー トマップを設置 し配布

し、その存在を広く知らせることで散策ルー トが
一層活用された。

大潟区 観光振興課 294-295

27
鵜の浜温泉色彩
音楽花火事業

鵜の浜温泉観光
組合

5,512 3,774 1,738

鵜の浜温泉の誘客や地域住民の活力向上を図るた

め、鵜の浜温泉の名物である「色彩音楽花火Jを
中心としたイベン トを実施し、宿泊施設の宿泊者

数の増、地域住民との関係の強化に寄与した。

大潟区 観光振興課 294-295
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常任委
員会名

事 業 名 実施主体
総事業費

(① )

(千 円)

決算額
(② )

(千 円)

自己負担額

(O卜② )

(千 円 )

実施内容 地区名 担当課
決算書
(ページ)

小池をいかした観光振興策の実施により
「住みたい、訪れたい」まち頸城

日の拡大を図るため、大池
区の実現に向け
キャンプ場利用

のキャンプ
をターゲントに大池側からの登山道の整備を6

4日 、7月 2日 、8月 6日 に実施 し、狼煙台の眺望28
かし、遊

雁金城跡保存会 953 953 頸城区 294-295
か ら山城巡

む事業
を案内する看板の設置及び、腐食した木製の椅子
の交換を行った。あわせて、8月 19日 に謙信公祭
の狼煙上げに参加し、公民館事業「頸北カレッジ

回を楽し

を9月 15日 に開催 した。

(提案団体 :特
大池・小池をいかした観光振興策の実施により、
「住みたい、訪れたい」まち頸城区の実現に向け

交流人日の拡大を図るため、四季を通じて身近な

大池の自然を体験する散策ツアーを5月 、6月 、7

月、10月 、H月 、3月 に開催 し、計72人 の参加が

あった。また、遊歩道の樹木への名札取付を実施

した。

大池の四季を感
じる散策ツアー

事業

活動法

29
頸城区観光
、特定非営

424 観光振興課 294-295

里やま学

30
吉川観光重点2

地区活性化推進
事業

吉川観光協会 2, 2,

計画どお り、尾神岳エリア、道の駅よしかわ社氏

の郷エ リアでのイベン トや PRを行 うことができ

た。尾神岳エリアでの 「山の上ライブ」や 「尾神

岳天岩戸伝説記念講演会」、 「尾神そば早食い大

会J、 道の駅よしかわ社氏の郷での 「道の駅フェ

スティバル」といつたイベン トでは、多くの人か

ら来場いただくとともに、尾神岳や道の駅を始め

とする吉川区の観光資源の発信ができたと考え

る。

吉川区 294-295

31
灯火のイベン ト 三和の自然と地

365

「灯の回廊J事業に初参画 し、関係団体と行政と

の協働イベン トとして、イル ミネーションの設置

や灯篭などを製作した。
子どもたち等の参画により地域住民のつながりを

深めるとともに、区内外から多くの方々に来場い

ただき、交流人日の拡大につながつた。

三和区 294-295
事業 育む会

をいかした冬期間のまちづくりを進め、区内の

の醸成や員辰わいを創出するため、不動地区

32
雪を活かしたま
ちづくり推進事
業

く里不動の会 158 157

を会場として2月 24日 に「不動ミニキャン ドル

ロー ド」を開催 し、500人 の来場があつたほか、

区内外から70人 のスタッフ及びボランティアが参

立 区 観光振興課 294-295

し、雪像の制作等を行つたことで、冬の名立区
の魅力を広く発信することができた。

名立ウォーキン ふるさと名立の

くらしと文化伝
統を語 り継 ぐ会

うみてらす名立を起終点としたまちなか回遊によ

る交流人口の拡大を図るため、手書きイラス トの
「名立いいとこ巡 リウォーキングマップJを
3,000部作成 し、地域の魅力を発信 した。また、
「名立宿の魅力再発見Jと 題 した講演会及び古文

書等の展示会を10月 22日 に開催 し、35人 の参加を

立 区 光振興課33 グツーリズム事 230 229 294-295

業

ことができた。

名立

創造
事業

区の魅力を
し発信する

特定非営利活動
法人 名立の
100年後を創造

行

立区の魅力を市内外へ発信するため、名立谷浜

C前の景観整備、宇山を紹介するチラシの発

、謙信公祭に合わせた狼煙上げ、写真コンテス

34 531 15
卜及び展示会等、年間を通して事業を展開した。

写真コンテス トには区内外から44点 の応募、また

H月 18日 、19日 に開催 した写真の展示会では76人

の来場があり、名立区の魅力を広くPRすること

ができた。

名立区 294-295

する会

35
沖見地区観光拠

点づくり事業

レストハウス
「けやき」周辺
整備の会

295 1

沖見地区の玄関口である「ふるさと村自然と憩の

森」を地域の観光拠点とするため、7月 から■月

にかけて花の植栽や遊歩道の整備を行 うととも

に、案内看板作成、PRホームページを作成し、

区内外からの誘客を図つた。

牧 区 298-299

36

ベース・キャン

プ in光ヶ原高
原事業

光ヶ原高原ファ
ン倶楽部

2, 2, 427

6月 17日 から10月 23日 にかけて光ヶ原高原キャン

プ場の運営を行 うとともに、8月 26日 に光ヶ原高

原センター周辺でのバギー乗事体験、連凧揚げ、

薪割火起こし体験、テン トサウナなどのイベン ト

を開催 し、7月 から9月 にかけて光ヶ原高原セン

ター周辺での景観整備、ひまわりなどを作付けを

行い誘客を図つた。

板倉区 観光振興課 300-301

37
大池いこいの森
施設運営事業

特定非営利活動
法人 頸城区観
光協会

5, 3, 2,

大池・小池をいかした観光振興策の実施により、
「住みたい、訪れたい」まち頸城区の実現に向け

交流人日の増加を図るため、4月 から■月、3月 中

旬から下旬にかけてビジターセンターを拠点に

キャンプ場の維持管理を行 うとともに、6月 から

H月 の大池・小池環境整備、4月 、6月 、12月 にイ
ベン トを開催 し、計36人 の参加があつた。

観光振興課 302-305

いたくら里山彩
花事業

みどりやすらぎ
グループ

4月 22日 から5月 7日 の期間でいたくら芝桜まつり

を開催 し、約 1万人の来場があった。開催にあた

り看板や花壇柵の設置、こいのぼりの掲揚等、地

域の方と連携を図つたほか、SNS等で発信を行
い、成功につなげた。来場者が板倉区の他のス

ポットに訪れるなど観光・経済の波及効果もあ

り、地域活性化も図ることができた。

38

計 70件   57,51646,825 10,691

光振興課 304-307
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総務常任委員会

常任委
員会名

事 業 名 実施主体 (① ) (①―②)

(千 円)

実施内容 地区名 担当課
決算春
(ページ)

(千 円 ) (千 円 )

防災危機管理部

1

安全に安心して

暮らせるまちづ

くり事業

春 日山町防犯パ

トロール隊
251 250

防犯、防火、環境美化及び子どもと高齢者を見守

るため、のばり族の掲出や、冬期間を除き通年で

住民による防犯パ トロール活動等を実施 した。地

域の安全・安心の確保に寄与したほか、活動を通

じて近隣の住民同士の交流が図られた。

春 日区 市民安全課 130-131

2

交通事故のない

安全安心なまち
づくり事業

上越交通安全協
会高士支部

405 405 0

地域の交通安全を確保するため、春と秋の全国交

通安全週間に合わせて、小中学校の登校時間に地

区内7か所において立晴活動及びのばり旗の設置

を行つた。各町内会の協力を得て、延べ168人 が

参加 し、児童・生徒への注意喚起や通行車両への

安全運転の意識啓発を図つた。

高士区 市民安全課 144-145

3

安全安心なまち
づくり「見守り

活動」事業

保倉地区防犯連
絡協議会

295 206 89

防犯・事故防止と地区内外へのアピールにつなげ

るため、保倉小学校児童、直江津東中学校生徒の

登下校時のほか高齢者等の外出時の見守り活動を

実施した。地域内統一のパ トロールコー ト、合図

棒を使用し約210日 活動したことにより、地域全

体の安全・安心感を高め、また、児童・生徒と挨

拶を交わすなど、地域全体で子どもを育てる機運

を醸成することができた。

保倉区 市民安全課 144-145

4

上越市防災士会
津有文部安心安
全事業

上越市防災士会
津有支部

40 38 2

地域の防災力向上と意識高揚を図るため、Ю月29

日に、中越市民防災安全士会から会長と副会長を

招き、「中越地震の教訓を地域活動に活かす」を

テーマに講演会を開催 し、34人 が参加した。自

助、共助の取組により、地域の防災力を向上する

ことの必要性を再確認することができた。

津有区 市民安全課 330-331

政策部

1
子どもたちの平
和学習推進事業

市 50 50

大勢が犠牲となつた名立漁港機雷爆破事件を末永

く伝え、平和や戦争について考える機会の提供を

目的に、3月 10日 に講演会を実施 し50人 の参加が

あった。広島平和記念館を訪問した中学生による

報告や市民団体の講演等を通し、命の尊さや平和
の大切さを地域全体で考えることができた。ま

た、2月 28日 から3月 9日 まで、名立・平不日を願 う

日パネル展を開催 した。

名立区
多文化共生

課
126へ 1́27

2

小さな地域で始
める共生のまち
づくり

一般社団法人
中郷区さとまる

学校

1,160 1,013 147

誰もが相互に人格や個性を尊重 し支え合い、人々

の多様な在 り方を認め合 う地域の実現を図るた

め、区内行事を記載 した共生カレングーを小学校

6年生と作成 し配布するとともに、H月 25日 に共

生ステージ 「華響」、12月 2日 に共生フェスタを

開催 し、計580人 の来場があつた。

中郷区
多文化共生
課

140-141

3

名立駅マイ・ス

テーション作戦
事業

名立駅マイ・ス

テーション作戦
実行委員会

181 180

名立コ瞬尺の利用促進 と地域活性化を図るため、名立

駅クリーン作戦と題 して8月 6日 と10月 15日 にク

リーン活動を実施 した。また、10月 15日 に 「駅か

らウォーキング」を開催 し26人 の参加があつた。
このほか、クリスマスイベン トや トキ鉄開業9周

年イベン ト、たよりの発行を行つたことで、年間

を通して名立駅を活用した地域活性化を行 うこと

ができた。

名立区 交通政策課 142^ヤ 143

4

外国人居住者を
含めた南川地区
大規模防災訓練
と交流会事業

南川振興会 46 32 14

「住みたい、訪れたい」まち頸城区の実現に向

け、地域防災力の向上と地域住民と外国人市民の

相互理解を図るため、2年に1度実施している大

規模な防災訓練に外国人市民を雇用している企業
からの参加を得て、南川地区大規模防災訓練と交

流会事業を10月 15日 に開催 し、500人 の参加が

あつた。

頸城区
多文化共生
課

158-159

5

外国人居住者が

参加するファー
マーズマーケッ
ト事業

南川振興会、特
定非営利活動法
人 頸城区観光
協会

1,628 1 400 228

「住みたい、訪れたい」まち頸城区の実現に向

け、地域住民と外国人市民の相互理解を図るた

め、外国人市民も参加するファーマーズマーケッ

トを7月 8日 、9日 に開催し、2,000人の参加があ

り、国際交流の場を設け、地域住民、行政や関連

企業と連携を図る機会を設けた。

頸城区
多文化共生
課

158-159

6

各年齢層のつな
がりや居場所に

なるように取 り

組む交流促進事
業

誰でも集える場
所 じくの家

531 511 20

地域における交流やつながりを深め、地域の活性

化に資するため、毎週金曜日から月曜日の午前10

時から午後3時に東本町2丁 目の 「じくの家」を会

場に誰でも参加できるお茶の間事業を実施するほ

か、利用者の要望に応 じて各種講座等を開催 し、

人のつながりの拡大並びに利用者同士の交流を促

進することができた。

高田区 地域政策課 162～ 163

7
誰も
える

が気軽に集
居場所事業

特定非営利活動
法人 かたばみ
の家

219 160 59

人と人、人と社会がつながり支え合 う活気ある地

域づくりを図り、地域の活性化に資するため、毎

週金曜 日の午前10時から午後4時に寺町3丁 目の真

宗寺を会場に誰もが集える居場所事業を実施する

ほか、月1回程度創作活動の講座や保健師を招い

た健康相談を開催 し、利用者同士の交流を促進す

ることができた。

高田区 地域政策課 162-163
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常任委
員会名

事 業 名 実施主体
総事業資

(① )

(千 円)

決算額
(② )

(千 円)

自己負担額
(①中②)

(千 円)

実施内容 地区名 担当課
決算書
(ページ)

8
稲田むすぶフェ
スティバル

稲田むすぶプロ

ジェク ト
1,044 878 166

住民が主体的に地域づくりを考え、活動を通じて

達成感を見いだすことを目的に、7月 1日 に河川敷

でのクリーン活動、10月 4日 に 「稲田むすぶフェ

スティパル」を実施 した。クリーン活動では近♭
Wi

企業の有志を含め約100人が参加 したほか、フェ

スティバルでは中高生などのボランティアがイベ

ン トを運営するなど、地域一九となって取 り組む

ことができた。

新道区 地域政策課 162-163

9

滝寺自然公園整

備と環境保全・

保護活動事業

滝寺まちづくり

協議会
265 230 35

地域の自然環境や歴史・文化の維持・保全活動を

通 じて、住民間の交流を図るため、4月 から1月 に

かけて、ミズバショウ自生地の保護・育成、昆沙

門堂周辺及び参道の整備活動等を実施した。ま

た、定メ』的に活動内容を掲載 した会報を発行 し、

住民間の交流を深めた。

金谷区 地域政策課 162-163

10
金谷若者まちづ

くり参画事業

上越若者みらい

会議
1,136 977 159

金谷区の若い世代の交流促進と地域の観光資源の

利用促進のため、5月 と8月 に南案高原キャンプ場

でニジマス釣 リイベント、6'8・ 12'3月 に金谷

山公園等でフリーマーケットを中心とした金谷山
フェスを開催 した。イベン トの開催を通じて、南

楽高原キャンプ場及び金谷山公園の魅力発信と利

用促進につなげることができた。

金谷区 地域政策課 162^ヤ 163

11

ミニ新聞「まめ
でやつたけえ」
発行継続および

活用によるきず
な拡大事業

「まめJ新聞
有志会

93 93

地域内外における交流促進と生きがいの創出を図
るため、地域住民が自ら執筆、編集、頒布まで一

連の作業を行い、それぞれの思いや情報を共有す
るための新聞を計5回発行した。新聞発行と発行
後の読書会等の開催を通じて、地域住民と地域外
の方との交流が活発に行われ、地域の活性化につ

なげることができた。

金谷区 地域政策課 162-163

12

いきいき春 日野
ふれあいコン

サー ト事業

いきいき春 日野
ふれあいコン

サー ト実行委員
会

236 161 75

地域住民によるまちづくり活動を推進するため、

地域と学校との交流イベン ト「第17回いきいき春

日野ふれあいコンサー トJを 6月 11日 に上越文化

会館で開催 した。実行委員会形式で事業を運営し

たことにより、自主性が高まつたほか、地域と大

学との連携が強まり、交流が一層幅広く、活発と

なつた。

春日区 地域政策課 162-163

13

“明日の上越・

諏訪を創る会"

未楽来すわ事業
未楽来すわ 476 475 1

地域の魅力と環境の素晴らしさを発信するため、

地域の宝であるはさ木や和みの人本桜の保全活動

を実施 したほか、町内会等の団体の協力で地域一

帯にとマフリを咲かせたことにより、地域の魅力

を高めることができた。

諏訪区 地域政策課 162-163

14
諏訪の里づくり

協議会事業
諏訪の里づくり

協議会
1 398 1,255 143

住民の融和を図り、連帯感を強化するため、秋祭

り等のイベン トや住民参加の各種教室の開催、
ホームページによる地域情報の発信に取り組ん

だ。様々な取組を通 じて、住民同士の交流が促進

されたとともに、にぎわいが捨」出され、地域の活

力向上につながつた。

諏訪区 地域政策課 162-163

15

津有区パンフ
レット作成及び

活用事業

市
(提案団体 :津

有区地域協議
会)

564 564

地域の良さを住民に理解 してもらい、地域活性化
につなげるため、関係団体等と連携 し、見どころ

を紹介するパンフレットを3,300部作成 し、全戸

配布を行つた。さらに、H月 にはこのパンフレッ

トを活用 したバスツアーを2回開催 したほか、ス

タンプラリーも随時実施 し、地域の再認識や再発

見につながる機会を提供 した。

津有区 地域政策課 162-163

16
さんごう仲間づ

くり事業
EN J OY35 89 54 35

地域住民の交流促進 と健康の増進を図るため、7

月から3月 にかけて、地域ボランティアと小学生

による雑巾プロジェク トやフリーマーケット、料

理講座等を実施 し、延べ86人 が参加 した。それぞ

れの企画において、様々な年代の住民の参加があ

り、世代間の交流を深めることができた。

三郷区 地域政策課 162-163

17
地区だより「た
かし」発行事業

高士地区振興協
議会

223 192 31

住民の地域活動への関心を高めるため、区内の団

体からも編集委員として参画してもらい、毎月25

日に地区広報紙を500部 発行することにより、各

団体の様々な活動内容を一元的に発信、PRする

ことができた。

高士区 地域政策課 162-163

18
ふるさと高士ま
つり開催事業

高士地区振興協
議会

469 382 87

地域のにぎわいを創出し、まちづくりや活性化を

図るため、8月 20日 に高士小学校において 「ふる

さと高士まつ りJを開催した。屋外子どもイベン

ト会場を始め出店ブース等を設けたことにより、

約350人 の参加があり、世代問交流や地域の絆を

深めることができた。

高士区 地域政策課 162-163

19

直江津のグラン

ドデザインを描
く事業

直江津プライ ド
2021

607 606 1

「二人朝市の未来Jと f屋台会館の活用」を考え

る2つのテーマについて、市民参加による計4回の

ワークショップを実施するとともに、検討結果の

発表会及び市民意見交換会を1月 27・ 28日 に行 う
ことで、多くの意見を集約 した 「直江津まちづく

り提言書Jをまとめることができた。

直江津区 地域政策課 162-163
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常任委
員会名

事 業 名 実施主体
総事業費

(① )

(千 円 )

決算額
(② )

(千 円)

自己負担額
(①…②)

(千 円 )

実施内容 地区名 担当課
決算書
(ページ)

20
福永十二郎顕

彰
業

四十物祭事
まちおこし直江
津

682 680 2

直江津の歴史的な偉人福永十二郎翁の遺徳を偲ぶ
「四十物祭Jを二人朝市と連携を図りながらH月
18日 に実施 し、福永十二郎翁の商権復活の尽力を

再確認 したほか、当時の直江津の歴史と多彩な食

文化を来場者 と共有することができた。

直江津区 地域政策課 162-163

21
やちほ文化展は
まぐみ市事業

人千浦地区明る
い町づくり協議
会

164 163 1

地域住民の交流、にぎわいの創出を図るため、住

民の創作活動の発表と地域文化の再発見を目指す
「やちほ文化展」を■月3・ 4日 に開催し、併せて

地域特産品や農産物等のPRを行 う「はまぐみ

市」 (フ リーマーケット)を■月3日 に開催し、

約350人 が来場 した。地元企業からの出展協力も

あり、住民と企業関係者との交流や、子どもと大

人の世代間交流が図られた。

人千浦区 地域政策課 162-163

22

人千浦地区活性

化・青少年育成

事業  「人千浦
地区海まつり」

海まつり実行委

員会
958 957 1

地域住民の融和や将来を担 う次世代の郷土愛の醸

成 と協働の精神を培 うため、人千浦区の地域資源

である海に親 しむ 「海まつり」を9月 2日 に開催

し、住民と小 。中学生、保護者が、当日までの企

画・運営など様々な活動を通して触れ合うなど、

次世代が積極的に地域活動に協力することで地域
の一体感が高まつた。

人千浦区 地域政策課 162-163

23
北諏訪区地域の

魅力PR事業
北諏訪まちづく
り振興会

152 145 7

北諏訪区の魅力となる歴史・文化・スポーツ行事

などの情報を広く周知するため、「北諏訪だよ

りJを年4回発行 し、地域の一体感を醸成すると

ともに、まちづくり活動への地域住民の参画が図

られた。

北諏訪区 地域政策課 162-163

24
地域探訪ウォー

キング事業
北諏訪まちづく
り振興会

41 40 1

北諏訪区内の公共施設や芳澤記念公園をウォーキ

ングして訪れる「地域探訪ウォーキングJを 9月

16日 に実施 し、地域の魅力再発見と、住民同士の

親睦や健康増進が図られた。

北諏訪区 地域政策課 162-163

25
地域コミュニ

ティ活性化事業
北諏訪まちづく
り振興会

372 371 1

今回で27回 目となる 「まつりつち in北諏訪Jを
10月 14日 に実施 し、チン ドン屋や太鼓の演舞等の

ステージイベン トに加え、子ども達やすこやかサ
ロン参加者等が作成 したランタンを灯す催 し等を

行 うことで、地域住民の世代を超えた交流と規睦

が図られ、地域の活性化につながつた。

北諏訪区 地域政策課 162-163

26
あぜ道ほたる '

夢灯りinほた

るの里事業

大島地区振興協
議会

603 550 53

ほたるが舞 う自然豊かな大島地区の魅力を活用

し、ほたるが飛び交う季節に田の畔にろうそくを

灯す 「あぜ道ほたる 。夢灯り」及び上越教育大学

吹奏楽部による「 “自然よ輝け、ほたるの光で"

音楽ライブ」を6月 17日 に開催 し、予想を上回る

来場者があり、地域のにぎわいが創出された。

大島区 地域政策課 162-163

27

つながりと地域

愛を育む情報発
信事業

特定非営利活動

法人 牧振興会
256 179 77

区内でのつながりと関係人日の増加につなげるた

め、NPO法 人牧振興会のホームページ (ブ ロ

グ)やインスタグラムを活用し、年間を通して牧

区における暮らしと住民の様子を発信した。

牧 区 地域政策課 162-168

28
黒川黒岩ふれあ
い事業

16ピース 2,184 1,266 918

地域住民と出身者 との交流促進、相互が一体とな

り地域を支え守ろうとする地域コミュニテイの醸

成を図るため、4月 からH月 にかけて旧黒)|1小学

校跡地の草刈りとグラウンド沿いのフラワーロー

ドの整備、8月 12日 に黒川黒岩ふれあいまつり、
10月 8日 に米山古道の散策と遺跡めぐりを実施

し、地域活性化の足掛かりとなった。

柿崎区 地域政策課 162-163

29
柿崎時代夏まつ

り「下黒川地区

夏まつりJ事業

柿崎時代夏まつ

り「下黒川地区

夏まつり」実行
委員会

1,446 1,266 180

地域の一体感や郷土愛を醸成するため、5月 16日

に郷上の伝統芸能 「十二夜」の伝承に向けた講習

会を開催 し、8月 20日 に下黒)1地 区夏まつり、9月

24日 にふるさとウォーキング、3月 2日 に河)|1美化

作業等年間を通 じた活動に取り組み、若者や子ど

もたちへ伝統文化を継承するとともに、ふるさと

を愛する心の育成に寄与した。

柿崎区 地域政策課 162～ 163

30

ふるさとの宝を

保存 し、後世に

歴史的意義を伝
える事業

特定非営利活動
法人 くびきの

お宝のこす会、
市
(提案団体 :特

定非営利活動法
人 くびきのお
宝のこす会)

1,158 1,144 14

「住みたい、訪れたい」まち顕城区の実現に向け

交流人日の増加を図るため、旧頸城鉄道の車両を

動態保存し、5月 から11月 にかけてくびき野レー

ルパークー般公開などを行 うとともに、団体から

の要請に応 じて随時公開を行つた。また、レール

パーク開設 15周年記念事業として記念式典、シン

ポジウム、写真展をHtt H日 に開催し、計2,661

人の参加があつた。

頸城区 地域政策課 162-163

31

つなげるコミュ
ニティ区内巡回
ツアー運営事業

市
(提案団体 :中

郷区地域協議
会 )

1,886 1,88G

コミュニティづくり、生きがいづくり、子どもの

居場所づくりなどにつながる活動を促すととも

に、将来的な乗合タクシーの利用増や利便性の向

上にもつなげるため、貸切タクシーを使つた区内

巡回ツアーを計18回 実証実験として運行し、延べ

102人 の参加があつた。

中郷区 地域政策課 162-163

32
第5回二本木駅
争ノく道まつり

中郷商工会 3,360 3,200 160

郷土愛の醸成や地域の一体感の醸成を図るととも

に、交流人口の増加に寄与するため、第5回二本

木房P、鉄道まつりを駅前商店街、二本木駅構内にお

いて9月 16日 に開催 し、800人 の来場があつた。

中郷区 地域政策課 162-163
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常任委
員会名

事 業 名 実施主体
総事業費

(① )

(千円)

決算額
(② )

(千 円)

自己負担額
(①ド②)

(千 円)

実施内容 地区名 担当課
決算春
(ページ)

33

板倉区のゆる
キャラ「いたく
らけいと」PR
事業

特定非営利活動
法人 板倉まち
づくり振興会

306 1

板倉区のゆるキャラ「いたくらけいとJの住民ヘ

の認知度を更に高めるため、板倉まちづくり振興
会等が保有する車両ヘラッピングや貸出用マグ

ネットを作成しPRに努めた。「いたくらけい
と」のキャラクターデザインは人気が高く、地域
の諸団体や企業から使用許可の依頼が来ているな
ど、地域の愛すべきキヤラクターとして定着して

きている。

地域政策課 162-163

11回開催 し 延べ102

どうがた倶楽
部、
一般財団法人
ゑしんの里観光

人が参力日した とか ら と知識の伝

区活性化
蕎麦打 が られた。

34 552 377 1 フ オ ト ン テ ス ト が あ り 十日筒方 /1ヽ 板倉区 162-163
ニ ア ィプラザを会場に写真展を

が来場し、地域の魅力をP廷べ約600人
Rす ことができ

月から11月 の

を行い、恒例
るとともに、

を図るため、ビュー京ヶ岳では、5

土日祝日を中心に年間71日 間の営業
の新そばまつりを■月12日 に開催す
関連イベントである「ンバの日 (■

35
ヶ池交流施設 市

3, 3, 0
月18日 、19日 )」 と合わせ約700人 の入館者があ
り、地域農産物の販売促進、交流人日の拡大、中
山問地域の活性化に寄与することができた。ま
た、平日では研修会場としての星のふるさと館の

区 地域政策課 162-163
(提案団体 :

櫛

用者約60人 が昼食をビュー京ヶ岳でとるなど、
新たな客層の広がりがあつた。

36
地域交流促進事 きよさと観光交

1 105

清里区の地域資源や歴史文化資源を活用した、ふ
るさと史跡探訪ツアー3回、プナの森ハイク1回を

開催し、第1回 ふるさと史跡探訪ツアーでは募集
定員を上回る参加があり、交流人日の拡大と坊ヶ
池周辺施設の活性化に寄与することができた。ま
た、当該団体も含む関係団体が地域活動支援事業
で作成した「坊ヶ池周辺散策マップ」を公民館事
業に提供するとともに、当該事業に協力するな
ど、市民交流活ヨIJを通じ、住民福祉の向上と地域
振興を図ることができた。

清里区 162-163

1

区内の定住人日の増加を図るため、11月 20日 に先
進事例の視察研修、3月 16日 に移住促進フォーラ
ムを実施したほか、チラシやSNSを 通じて地域
の魅力を発信した。移住者の受入れ実績はなかつ

たが、住民の地域に対する愛着の醸成に寄与する
ことができた。

諏訪区
多文化共生

164-16537

計 41件 29,791 800 2 991

総計 145件 1041119 88,217 15,902
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令和6年能登半島地震に係る復旧・支援の取組について

1復旧経費等の予算執行状況

<一般会計>

※1 -般会計には、下水道事業会計への繰出金を含む

<病院事業会計>

<下水道事業会計>

(単位 :千円)

(単位 :千 円)

(単位 :千 円)

項 目

令和5年度 令和6年度

予算現額 執行額

財源内訳
輩年度
繰越額国県

支出金
その他
財源

一般

財 源

施設の復旧に係る経費 462,019 344,313 4,373 90,310 249,680 114,917

78,989 46,596 0 6,700 39,896 32,868

118,976 58,864 0 24,400 34,464 55,059

141,994 117,608 0 57,900 59,708 26,990

6,794 6,794 0 0 6,794 0

18,040 17,458 4,373 1,310 11,775 0

1,704 1,702 0 0 1,702 0

2,849 2,618 0 0 2,618 0

710 710 0 0 710 0

87,000 87,000 0 0 87,000 0

4,963 4,963 0 0 4,963 0

施設点検費用等 880 880 0 0 880 0

避難所開設・運営費用 29,757 1,777 86 657 1,034 26,380

被災者支援に係る経費 528,012 58,565 19,213 7,396 31,956 446,153

事業者支援に係る経費 236,244 3,749 2,210 0 1.539 203,734

災害姑策に係る経費 3,573 1,875 94 0 1,781 0

職員人件費 75,050 75,050 0 0 75,050 0

その他 48,973 32,264 4,319 94 27,851 0

一般会計合計…① 1,384,508 518,473 30,295 98,457 389,721 791,184

項 目

令和5年度 令和6年度

予算現額 幸)t行額

財源内訳
翌年度
繰越額国県

支出金
その他
財源

一般

財源

施設の復旧に係る経費 108 108 0 0 108 0

108 108 0 0 108 0

病院事業会計合計…② 108 108 0 0 108 0

項 目

令和5年度 令和6年度

予算現額 執行額

財源内訳
翌年度
繰越額国県

支出金
その他
財源

一般
財源

施設の復旧に係る経費 91,000 70,916 0 70,916 0 15,000

91,000 70,916 0 70,916 0 15,000

0 0 0 0 0 0

職員人件費 105 105 0 0 105 0

下水道事業会計合計…③ 91,105 71,021 0 70,916 105 15,000
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<ガス事業会計・水道事業会計> (単位 :千円)

項 目

令和5年度 令和6年度

予算現額 執行額

財源内訳
輩年度
繰越額国県

支出金
その他
財源

一般

財源

施設の復旧に係る経費 27,326 27,326 0 0 27,326 0

4,697 4,697 0 0 4,697 0

22,629 22,629 0 0 22,629 0

職員人件費 (ガス事業会計) 1,748 1,748 0 0 1,748 0

職員人件費 (水道事業会計) 2,988 2,988 0 0 2,988 0

応急復旧支援活動経費 (七尾市) 13,332 13,332 0 13,332 0 0

ガス・水道事業合計…④ 45,394 45,394 0 13,332 32,062 0

総計 (① +②十③+④ ) 1,521,115 634,996 30,295 182,705 421,996 806,184

- 46 -



2被 災者支援の主な取組

(1)生活者への支援 58,565千 円

(単位 :千 円)

執行額 所管課園県
守出各

その他
財浜

住宅の確保、復旧等の支援

1 住宅応急修理制度

住宅が準半壊以上の被害を受
けた世帯に対 し、 日常生活に
必要な最小限度の部分を応急
的に修理す る場合、市独 自の

支援を上乗せ した上限額にお
いて、市が業者に修理を委託
する。

34,120 1,460 1,206 0 254 32,660 建築住宅課

2 市営住宅への入居

地震により自宅に住むことが

困難 となった方を対象に、一

定期間、市営住宅を無償で提
供する。

建築住宅課

3
賃貸型応急住宅の

提供

住 宅が半壊 以上の被 害 を受
け、やむを得ず住宅の解体な
どを行 う被災者で、公営住宅
に入居できないやむを得ない

理由がある場合に、民間賃貸
住宅を借上げ応急住宅 として
一定期間提供する。

761 715 715 0 0 0

4
被災者住宅修理支

住宅応急修理制度の対象 (準

半壊以上)と ならない住宅や

附属屋の被災箇所の修理工事

費を支援す る。 (対象工事費
100千 円以上、補助率 1/2、 補
助上限額 100千 円)

100,000 17,989 0 7,396 10,543 82,061
援事業

5
被災家屋等の公費
角旱l本

・半壊以上の被害を受けた家
屋等を、所有者の申請に基づ

き、市が所有者に代わつて解
体・徹去を行 う。 (全額公費
負担)

・対象家屋等の解体・撤去を

自 ら行 つた所 有者 につ いて

は、市が決定 した金額を償還

する。 (全額にならない場合あ
り)

228,000 0 0 0 0 228,000

被災浄化槽の復旧

住宅の合併処理浄化槽が被害
を受けた方で、住宅の建て替
えに伴 う浄化槽の設置、故障
した浄化槽 の更新及び既設の

浄化槽の改築を行 う場合に補
助金を交付する。

2,759 2,759 784 0 1,975 06
に関する助成制度

ごみ処理、その他の支援

7
災
用

害ごみの処分費

・災害で発生 した家庭 ごみを
クリーンセ ンター、仮置場又
は中間処理事業者へ持ち込む

場合や収集業者に依頼する場

合に処分費用を減免する。
。それ らの搬出された不燃 ご

みや処理が困難なごみは、業
者に委託 して処分する。

137,696 33,016 16,508 0 16,508 103,432
の減免

8
被災者生活再建支
援事業

居住する住宅が半壊以上 (床

上浸水含む)の被害を受けた

方を対象に、住宅の被害程度
及び再建方法に応 じて支援金
を支給する。

22,000 0 0 0 0 0

9
指定文化財及び国
登録有形文化財の

復旧支援

害を受けた市内の指定文化
及び国登録有形文化財の復 2,676 2,676 0 0 2,676 0

旧に要する費用について、補

助金により支援する。

建築住宅課

建築住宅課

生活環境課

生活排水対
策課

生活環境課

危機管理課

文化行政課

合計 528,012 58,565 19,213 7,396 31,956 446,153
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(2)事業者への支援 3,749千 円

中小企業者等への支援

118,051 産業政策課118,051 0 0 0 0被災事業者復旧・

復興支援

被災 した中小企業者等の工場
や店舗、生産機オ,戎 などの復旧

費及び販路開拓やにぎわい創
出を図るイベ ン トなどの復
費を、国 。県が実施する支援
にあわせて市が事業者負担分
を支援する。

1

産業政策課0 0 0

県のセーフティネ ッ ト資金及
び短期事業資金を利用 した事
業者に対す る信用保証料 と借
入利子を補助する。

13,951 7152
新潟県制度融資利
用事業者への支援

715

農林水産業者への支援

0 824 85,683
農政課
農林水産整
備課

88,717 3,034 2,2103
産施設等の

旧支援

0 0 農村振興課15,525 0 0 04
災した農林水産

業者への金融支援

・農業用機械や共同利用施設
等の復旧について、国事業に
上乗せ支援を行 う。
・農地、農業用施設等の復旧
活動を行 う経費を追力口して支
援する。
・きのこの生産に必要な設備

資材等の復 旧について、国
事業にあわせ、追加支援を

う。
漁業の共同利用施設や漁労
備等の復 旧について、国・

県事業に上乗せ支援を行 う。

・農林水産業施設や資機材等
に被害を受け、経営を継続す
るために資金調達を行 う農林
水産業者に姑 して金融支援を

行 う。 (資 金の貸付、金融機
関等の緊急融資利用者への利
子及び保証料の補助 )

の

2,210 0 1,539 203,734236,244 3,749合計

千 円
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令和5年度 エネルギー、食料品等の価格高騰に伴う生活者 日事業者等への支援の取組

■目的
エネルギー、食料品等の価格高騰を踏まえ、家計への影響が大きい生活者や事業者等の負担軽減を

図るため、必要な対策を実施

【一般会計】

■令和5年度の取組に係る総執行額                      4,640,108千 円

(単位 :千円

※ は 、 び流用・充用

※執行額及び財源内訳は、表示単位未満で調整しているため、総数とその内訳が一致しない場合がある。

執行額|

以外

度
額

年
越
・

翌
繰
・

項 目 予算現額

39,595 207,339 50,1932,332,9665

86,370

136,563

2,060,208 859,727 70,066

4,640,108 3,192,693 109,661

1,130,415

1,337,754

2,665,958

合 計

(1)生活者への支援

(2)事業者等への支援 2,257,902

4,923,860

(1)生活者への支援 2,579,900:千 円

(単位 :千円)

醜 事業名称 事業概要 予算現額 執行額
左

‐般
財源

臨時交付金

翌年度
繰越額

所管課

所得の少ない世帯への支援

1
生 活 困 窮 者
自立支援事業

住民税非課税世帯等に対 し、1世

帯当た り3万円を支給する。
477,478 467,669 467,480 0 189 0

生 活 困 窮 者
自立支援事業

得の少 ない住民税均等割のみ
2 課税世帯に対 し、1世帯当た り1

万5千円を支給する。

69,475 64,968 64,050 0 918 936

3
生 活 困 窮 者
自立支援事業 当

民税非課税世帯に対 し、1世

た り7万円を追加支給する。
1,097,731 1,096,642 1,096,642 0 0 0

生 活 困 窮
住民税非課税世帯 に対 し、灯油

4
自立支援事業

し て 1 世 帯 当た り 79,765 79,469 0 39,595 39,874 0

生 活 困 窮 者
自立支援事業

民税均等割 のみ課税世帯に対
5 し、1世帯当た り8万 5千 円または

10万 円を支給する。

388,140 362,968 362,968 0 0 25,172

6
生 活 困 窮

住民税非課税世帯及び均等割の

み課税世帯に対 し、18歳 以下の

こども1人 当た り5万 円を支給す
る。

102,351 78,263 78,263 0 0 24,085
自立支援事業

子育て世帯への支援

低所得の子育
て世帯に対す
る子育て世帯
生活支援特別

給付金事業

所得 の少 な い子 育 て世 帯 に姑
7 し、児童 1人 当た り5万 円を支給 161,667 155,240 155,240 0 0 0

する。

8
子育て世帯ヘ

の支援給付金
18歳以下の児童 1人 当た り1万 円
を支給する。

289,351 274,681 108,323 0 166,358 0

生活援護課

生活援護課

生活援護課

生活援護課

生活援護課

生活援護課

こども家庭
センター

こども家庭
センター

小 計 2,665,958 2,579,900 2,332,966 39,595 207,339 50,193

49



(2)事業者等への支援 2,060,208千円

(単位 :千円)

聴
―
予算現額 執行額

士也方倉雪生 |

臨時交付金

事業者等への支援

介 護 保 険施
設・障害者施
設等物価高騰
対策支援事業

国が定める公定価格等 によ り経
営を行 う介護保 険施設及び障害
者施設等 を運営す る法人を対象 422,355 409,741 198,150 0 211,591 0

高齢者支援
課

に、光熱水費及び燃料費の一
を支援する。

2
エネルギー価
格高騰支援金

受
等
熱
て

す

ネルギーの価格高騰の影響を
けている中小企業者、農業者
の経営を下支えするため、光
水費及び燃料費 の一部 とし
、最大30万 円の支援金を支給
る。

1,040,749 1,040,749 375,928 0 664,821 0 産業政策課

3
エネルギー価
格高騰支援金

エネルギー価格高騰の影響を受
けている中小企業者、農業者等
の経営を下支えするため、今冬
の光熱水費、燃料費の一部とし
て、最大10万 円の支援金を追加
して支給する。

375,723 345,195 188,583 0 156,612 0 産業政策課

4
並行在来線姑
策事業

地域鉄道の安全安心な運行 を
持す るため、エネル ギー価格
騰による影響 を受 けているえ
ご トキめき鉄道株 式会社及び

越急行株式会社 に射 して、県
び沿線 自治体 と協調 して支援
る。

局
ち

耳ヒ
及
す

3,585 3,585 0 0 3,585 0 交通政策課

5
農地渇水・高
温対策事業

猛暑・渇水の影響により、農業
収入が減少 し、厳 しい経営状況
に直面 してい る農業者等に対
し、次年度の営農継続に向けて
経営 リスクに備えつつ生産意欲
が保持できるよう、高騰する生
産資材の購入に係 る経費の一部
を支援する。

228,700 162,949 85,646 0 77,303 0 農政課

6
水田農業推進
事業

農産物の生産 コス トが増力日して
いる農業者 の経営の安定化 を図
るため、県のエネル ギー価格・

物価高騰対策 によ り、燃油使用
量、電気使用量及び肥料費の低
減に資す る農業用機械等の導入

費の一部を支援する。

158,529 70,066 0 70,066 0 86,370 農政課

7
畜産振興対策
事業

畜産飼料の価格高騰 の影ン昌
Fゝ を受

けている乳用牛又 は肉用牛を飼

養す る畜産農家 を対象 に、粗飼

料の価格上昇分 に係 る費用 を支

援する。

23,431 23,378 9,561 0 13,817 0 農政課

8
農業用

電気料金の高騰 の影響 を受けて
いる農業水利施設 を管理す る土

地改良区等 を支援す るため、農
業水利施設 に係 る電気料金の高
1蕎分の一部を補助する。

4,830 4,545 1,859 0 2,686 0
農林水産整
備課

小 計 2,257,902 2,060,208 859,727 70,066 1,130,415 86,370

合 計 4,923,860 4,640,108 3,192,693 109,661 1,337,754 136,563
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